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『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

中
嶋

諒
・
渡
邊

賢
・
原
信
太
郎
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
志
村
敦
弘

（
『
朱
子
語
類
』
憲
問
篇
研
究
會
）

序

言

本
稿
は
、
『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
（
『
論
語
』
憲
問
篇
）
の
訳
注
で
あ
る
。
本
「
訳
注
（
六
）
」
は
、
「
訳
注
（
五
）
」

（
『
中
国
哲
学
研
究
』
第
三
三
号
）
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
「
公
伯
寮
愬
子
路
章
」
・
「
賢
者
辟
世
章
」
・
「
子
路
宿
於
石
門
章
」
・

「
子
擊
磬
於
衞
章
」
・
「
上
好
禮
章
」
・
「
子
路
問
君
子
章
」
・
「
原
壤
夷
俟
章
」
・
「
闕
黨
童
子
將
命
章
」
を
公
表
す
る
。
な
お

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
の
訳
注
は
、
本
稿
で
完
結
と
な
る
。

当
会
の
参
加
者
お
よ
び
各
条
の
訳
注
担
当
者
は
、
小
幡
敏
行
（
横
浜
市
立
大
学
教
授
）
、
志
村
敦
弘
（
東
洋
大
学
文
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
、
「
子
路
問
君
子
章
」
［
憲

（

）
・
９
］
～
［
憲

（

）
・

］
条
）
、
中
嶋
諒
（
明
海
大
学
講
師
、
「
公
伯

32

45

32

45

13

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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寮
愬
子
路
章
」
［
憲

（

）
・
１
］
～
［
憲

（

）
・
３
］
・
「
賢
者
辟
世
章
」
［
憲

（

）
・
１
］
～
［
憲

（

）
・
２
］
・

27

38

27

38

28

39

28

39

「
子
路
宿
於
石
門
章
」
［
憲

（

）
・
１
］
・
「
原
壤
夷
俟
章
」
［
憲

（

）
・
１
］
～
［
憲

（

）
・
２
］
・
「
闕
黨
童
子
將
命

29

41

33

46

33

46

章
」
［
憲

（

）
・
１
］
条
）
、
原
信
太
郎
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
（
駒
澤
大
学
講
師
、
「
上
好
禮
章
」
［
憲

（

）
・
１
］
・
「
子
路

34

47

31

44

問
君
子
章
」
［
憲

（

）
・
１
］
～
［
憲

（

）
・
８
］
条
）
、
渡
邊
賢
（
埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師
、
「
子
擊
磬
於
衞
章
」
［
憲

32

45

32

45

30

（

）
・
１
］
～
［
憲

（

）
・
４
］
）
で
あ
る
。

42

30

42

な
お
凡
例
に
つ
い
て
は
、
「
譯
注
（
一
）
」
（
『
中
国
哲
学
』
第
四
八
号
、
北
海
道
大
学
中
国
哲
学
会
刊
、
二
〇
二
〇
年
一
二

月
）
の
冒
頭
に
挙
げ
た
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

朱
子
語
類
卷
第
四
十
四

論
語
二
十
六

憲
問
篇
（
六
・
完
）

［
憲

（

）
］
公
伯
寮
愬
子
路
章

（
１
）

27

38

○
公
伯
寮
愬
子
路
於
季
孫
。
子
服
景
伯
以
告
、
曰
、
夫
子
固
有
惑
志
於
公
伯
寮
、
吾
力
猶
能
肆
諸
市
朝
。
【
朝
、
音
潮
。
○

公
伯
寮
、
魯
人
。
子
服
氏
、
景
謚
、
伯
字
、
魯
大
夫
子
服
何
也
。
夫
子
、
指
季
孫
。
言
其
有
疑
於
寮
之
言
也
。
肆
、
陳
尸
也
。
言

欲
誅
寮
。
】
子
曰
、
道
之
將
行
也
與
。
命
也
。
道
之
將
廢
也
與
。
命
也
。
公
伯
寮
其
如
命
何
。
【
與
、
平
聲
。
○
謝
氏
曰
、
雖

寮
之
愬
行
、
亦
命
也
。
其
實
寮
無
如
之
何
。
愚
謂
言
此
以
曉
景
伯
、
安
子
路
、
而
警
伯
寮
耳
。
聖
人
於
利
害
之
際
、
則
不
待
決
于

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
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命
而
後
泰
然
也
。
】

校

勘

（
１
）
公
伯
寮
愬
子
路
章
―
「
公
伯
寮
愬
子
路
章
」
は
、
楠
本
本
は
「
公
伯
寮
愬
子
路
於
季
孫
章
」
に
作
る
。

［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
〇
九
］

（
１
）

27

38

本

文

問
、
公
伯
寮
其
如
命
何
。
曰
、
這
命
字
、
猶
人
君
命
人
以
官
職
、
是
敎
你
做
這
事
。
天
之
命
人
、
亦
是
敎
你
去
做
這
箇
、
但

（
２
）

做
裏
面
自
有
等
差
。
【
燾
】

校

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
巻
四
四
に
は
無
い
。

（
２
）
敎
―
「
敎
」
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
は
「
交
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

訓

読『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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「
公
伯
寮

其
れ
命
を
如
何
せ
ん
」
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
這
の
「
命
」
字
は
、
猶
ほ
人
君

人
に
命
ず
る
に
官
職
を
以
て
す
る

が
ご
と
く
、
是
れ
你
を
し
て
這
の
事
を
做
さ
し
む
。
天
の
人
に
命
ず
る
も
、
亦
た
是
れ
你
を
し
て
去
き
て
這
箇
れ
を
做
さ
し

（
１
）

む
、
但
だ
做
す
の
裏
面
に
自
づ
か
ら
等
差
有
り
、
と
。
【
燾
】

（
２
）

口
語
訳

「
公
伯
寮

其
れ
命
を
如
何
せ
ん
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
こ
の
「
命
」
字
は
、
君
主
が
人
々
に
命
を
下
し
て
官
職
に
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
人
に

そ
れ
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
天
が
人
に
命
を
下
す
の
も
、
そ
の
人
に
そ
れ
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
せ
る
こ
と

の
中
身
に
は
、
お
の
ず
と
段
階
の
差
が
あ
る
。
」
と
。
【
呂
燾
録
】

注（
１
）
這
の
「
命
…
ご
と
く
―
「
命
」
は
、
こ
こ
で
は
命
を
下
す
こ
と
を
い
う
。
『
中
庸
』
第
一
章
「
天
命
之
謂
性
。
」
の
朱
熹
の

注
に
、
「
命
、
猶
令
也
。
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
木
下
鉄
矢
は
『
朱
熹
哲
学
の
視
軸
―
―
続
朱
熹
再
読
』
（
研
文
出
版
、
二
〇

〇
九
年
）
の
第
五
章
「
「
命
」
と
「
令
」
―
―
朱
熹
の
「
天
命
之
謂
性
」
解
釈
」
に
お
い
て
、
『
中
庸
』
の
「
天
命
之
謂

性
。
」
に
つ
い
て
、
「
も
し
こ
こ
の
「
天
命
」
な
い
し
「
命
」
に
何
ら
の
注
釈
も
付
け
ず
に
置
く
な
ら
ば
、
個
々
の
人
・
物
に

差
異
し
て
決
め
付
け
ら
れ
る
「
め
ぐ
り
あ
わ
せ
」
「
運
命
」
の
方
の
意
味
で
ご
く
普
通
に
読
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
…
…
朱
熹
は
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そ
の
よ
う
な
危
惧
の
も
と
に
、
こ
こ
の
「
天
命
」
の
「
命
」
に
つ
い
て
「
命
猶
令
也
」
と
注
釈
し
、
こ
こ
の
「
天
命
」
が
普

通
に
は
そ
う
は
読
ま
れ
が
ち
な
「
め
ぐ
り
あ
わ
せ
」
「
運
命
」
の
意
味
で
は
な
い
こ
と
を
提
示
し
た
の
だ
、
と
理
解
さ
れ
る

の
で
あ
る
」
（
第
一
二
四
頁
）
と
述
べ
る
。

（
２
）
燾
―
「
燾
」
は
、
呂
燾
の
こ
と
。
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・
６
／
四
四
・
八
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
二
）
を
参
照
）
。

［
憲

（

）
・
２
／
四
四
・
一
一
〇
］

（
１
）

27

38

本

文

聖
人
不
自
言
命
。
凡
言
命
者
、
皆
爲
衆
人
言
也
。
道
之
將
行
也
與
、
命
也
。
爲
公
伯
寮
愬
子
路
言
也
。
天
生
德
於
予
、
亦
是

門
人
促
之
使
行
、
謂
可
以
速
矣
、
故
有
是
説
。
不
知
命
、
無
以
爲
君
子
、
亦
是
對
衆
人
言
。
【
燾
】

校

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
巻
四
四
に
は
無
い
。

訓

読

聖
人

自
ら
命
を
言
は
ず
。
凡
そ
命
を
言
ふ
者
は
、
皆
な
衆
人
の
爲
に
言
ふ
な
り
。
「
道
の
將
に
行
は
れ
ん
と
す
る
や
、
命

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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な
り
」
は
、
公
伯
寮

子
路
を
愬
ふ
る
が
爲
に
言
ふ
な
り
。
「
天

德
を
予
に
生
ぜ
り
」
も
、
亦
是
た
門
人

之
を
促
し
行
か

う
つ
た

ま

し
め
、
「
以
て
速
か
に
す
べ
し
」
と
謂
ふ
、
故
に
是
の
説
有
り
。
「
命
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
君
子
爲
る
こ
と
無
き
な
り
」

（
１
）

も
、
亦
是
た
衆
人
に
對
し
て
言
ふ
。
【
燾
】

（
２
）

（
３
）

口
語
訳

聖
人
は
、
自
分
か
ら
「
命
」
に
つ
い
て
説
く
こ
と
は
な
い
。
「
命
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
、
衆
人
の
た
め
に
説

い
た
も
の
で
あ
る
。
「
道
の
将
に
行
わ
れ
ん
と
す
る
や
、
命
な
り
」
は
、
公
伯
寮
が
子
路
を
訴
え
た
が
た
め
に
言
っ
た
も
の

で
あ
る
。
「
天

徳
を
予
に
生
ぜ
り
」
も
ま
た
、
門
人
た
ち
が
（
桓
魋
に
命
を
狙
わ
れ
た
孔
子
を
）
う
な
が
し
逃
れ
さ
せ
、
「
以

て
速
や
か
に
す
べ
し
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
こ
と
ば
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
命
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
君
子
為

る
こ
と
無
き
な
り
」
も
ま
た
、
衆
人
に
対
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
【
呂
燾
録
】

注（
１
）
天
德
を
…
説
有
り
―
「
天
生
德
於
予
」
は
、
『
論
語
』
述
而
篇
第
二
二
章
に
、
「
子
曰
、
天
生
德
於
予
、
桓
魋
其
如
予
何
」

と
あ
る
。
「
門
人
促
之
使
行
、
謂
可
以
速
矣
」
は
、
桓
魋
に
命
を
狙
わ
れ
た
孔
子
に
対
し
て
、
門
弟
た
ち
が
速
や
か
に
逃

走
す
る
こ
と
を
す
す
め
た
こ
と
を
指
す
。
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
、
「
孔
子
去
曹
適
宋
、
與
弟
子
習
禮
大
樹
下
。
宋
司
馬
桓

魋
欲
殺
孔
子
、
拔
其
樹
。
孔
子
去
。
弟
子
曰
、
可
以
速
矣
。
孔
子
曰
、
天
生
德
於
予
、
桓
魋
其
如
予
何
。
」
と
あ
る
。
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（
２
）
命
を
知
…
て
言
ふ
―
「
不
知
命
、
無
以
爲
君
子
」
は
、
『
論
語
』
堯
曰
篇
第
三
章
に
、
「
子
曰
、
不
知
命
、
無
以
爲
君
子
也
。

不
知
禮
、
無
以
立
也
、
不
知
言
、
無
以
知
人
也
。
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
３
）
燾
―
「
燾
」
は
、
呂
燾
の
こ
と
。
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・
６
／
四
四
・
八
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
二
）
を
参
照
）
。

［
憲

（

）
・
３
／
四
四
・
一
一
一
］

27

38

本

文

問
、
呂
氏
曰
、
道
出
乎
天
、
非
聖
人
不
興
、
無
聖
人
、
則
廢
而
已
。
故
孔
子
以
道
之
廢
興
付
之
命
、
以
文
之
得
喪
任
諸
己
。

曰
、
道
、
只
是
有
廢
興
、
却
喪
不
得
。
文
、
如
三
代
禮
樂
制
度
、
若
喪
、
便
掃
地
。
【
㽦
】

訓

読

問
ふ
、
呂
氏
曰
は
く
、
道
は
天
よ
り
出
ず
る
も
、
聖
人
に
非
ざ
れ
ば
興
ら
ず
、
聖
人
無
け
れ
ば
、
則
ち
廢
る
る
の
み
。
故
に

孔
子

道
の
廢
興
を
以
て
之
を
命
に
付
け
、
文
の
得
喪
を
以
て
諸
を
己
に
任
ず
、
と
、
と
。
曰
は
く
、
道
は
、
只
是
だ
廢
興

（
１
）

有
る
の
み
に
し
て
、
却
て
喪
ひ
得
ず
。
文
は
、
三
代
の
禮
樂
制
度
の
如
く
、
若
し
喪
へ
ば
、
便
ち
掃
地
せ
ん
、
と
。
【
㽦
】

（
２
）

（
３
）

口
語
訳『

朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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質
問
し
た
、
「
呂
大
臨
は
、
「
道
は
天
よ
り
生
ま
れ
出
る
が
、
聖
人
で
な
け
れ
ば
そ
れ
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

聖
人
が
い
な
け
れ
ば
廃
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
孔
子
は
、
道
が
喪
失
す
る
か
否
か
を
命
に
委
ね
て
、
文
が
実
現

す
る
か
否
か
を
己
が
任
と
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
道
は
興
廃
が
あ
る
の
み
に
し
て
、
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
文
は
三
代
の
礼
楽
制
度
の
ご
と
く
、

も
し
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
」
と
。
【
黄
㽦
録
】

注（
１
）
呂
氏
曰
…
任
ず
、
と
―
「
呂
氏
」
は
、
呂
大
臨
の
こ
と
。
「
訳
注
（
四
）
」
［
憲

（

）
・
２
／
四
四
・
六
七
］
条
に
既
出

17

24

（
そ
の
注
（
二
）
を
参
照
）
。
「
道
出
乎
天
」
云
々
は
、
『
論
語
精
義
』
子
罕
篇
第
五
章
「
子
畏
於
匡
」
章
に
引
く
、
以
下
の

呂
大
臨
の
解
釈
を
指
す
。
「
呂
…
…
又
曰
、
道
有
興
有
廢
、
文
有
得
有
喪
。
道
出
乎
天
、
非
聖
人
不
興
、
無
聖
人
則
廢
而
已
。

故
孔
子
以
道
之
廢
興
付
諸
命
、
以
文
之
得
喪
任
諸
己
。
及
秦
滅
學
焚
書
、
禮
壞
樂
崩
、
數
千
百
年
莫
之
能
復
、
殆
天
之
喪
斯

文
也
。
然
道
遭
未
嘗
喪
、
苟
有
作
者
、
斯
文
其
復
興
乎
。
」
ま
た
『
藍
田
呂
氏
遺
著
輯
校
』
（
理
学
叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九

九
三
年
一
一
月
）
、
第
四
四
八
頁
に
も
採
録
す
る
。

（
２
）
若
し
喪
…
せ
ん
、
と
―
「
掃
地
」
は
、
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
『
語
類
』
巻
四
九
に
「
或
問
、
文
武
之
道

未
墜
於
地
、
是
掃
地
否
。
曰
、
未
墜
地
、
非
掃
地
、
掃
地
則
無
餘
矣
。
」
、
巻
九
一
に
「
今
世
之
服
、
大
抵
皆
胡
服
、
如
上
領

衫
靴
鞋
之
類
、
先
王
冠
服
掃
地
盡
矣
。
」
な
ど
と
あ
る
の
を
参
照
。
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（
３
）
㽦
―
「
㽦
」
は
、
黄
㽦
の
こ
と
。
「
訳
注
（
四
）
」
［
憲

（

）
・
３
／
四
四
・
六
八
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
一
二
）
を

17

24

参
照
）
。
な
お
本
条
と
ほ
ぼ
同
様
の
黄
㽦
の
記
録
は
、
巻
三
六
・
第
五
一
条
（
第
三
冊
・
第
九
五
七
頁
）
に
も
見
え
る
。
「
問
、

呂
氏
曰
、
文
者
、
前
後
聖
之
所
修
、
道
則
出
乎
天
而
已
。
故
孔
子
以
道
之
廢
興
付
之
命
、
以
文
之
得
喪
任
諸
己
。
曰
、
道
只

是
有
廢
興
、
却
喪
不
得
。
文
如
三
代
禮
樂
制
度
、
若
喪
、
便
掃
地
。
」
。

［
憲

（

）
］
賢
者
辟
世
章

28

39

〇
子
曰
、
賢
者
辟
世
、
【
辟
、
去
聲
、
下
同
。
〇
天
下
無
道
而
隱
、
若
伯
夷
太
公
是
也
。
】
其
次
辟
地
、
【
去
亂
國
、
適
治
邦
。
】

其
次
辟
色
、
【
禮
貌
衰
而
去
。
】
其
次
辟
言
。
【
有
違
言
而
後
去
也
。
程
子
曰
、
四
者
雖
以
大
小
次
第
言
之
、
然
非
有
優
劣
也
、
所

遇
不
同
耳
。
】

［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
一
二
］

28

39

本

文

問
賢
者
辟
世
一
章
。
曰
、
凡
古
之
隱
者
、
非
可
以
一
律
看
。
有
可
以
其
時
之
所
遇
而
觀
之
者
、
有
可
以
其
才
德
之
高
下
而
觀

（
１
）

之
者
。
若
長
沮
桀
溺
之
徒
、
似
有
長
往
而
不
返
之
意
。
然
設
使
天
下
有
道
而
出
、
計
亦
無
甚
施
設
、
只
是
獨
善
其
身
、
如
老

（
２
）

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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莊
之
徒
而
已
。
大
抵
天
下
有
道
而
見
、
不
必
待
其
十
分
太
平
、
然
後
出
來
。
天
下
無
道
而
隱
、
亦
不
必
待
其
十
分
大
亂
、
然

後
隱
去
。
天
下
有
道
、
譬
如
天
之
將
曉
、
雖
未
甚
明
、
然
自
此
只
向
明
去
、
不
可
不
出
爲
之
用
。
天
下
無
道
、
譬
如
天
之
將

夜
、
雖
未
甚
暗
、
然
自
此
只
向
暗
去
、
知
其
後
來
必
不
可
支
持
、
故
亦
須
見
幾
而
作
、
可
也
。
【
時
擧
】

（
３
）

校

勘

（
１
）
問
―
「
問
」
は
、
楠
本
本
は
「
問
」
の
前
に
「
時
擧
」
が
あ
る
。

（
２
）
只
是
―
「
只
是
」
は
、
楠
本
本
は
「
只
是
」
の
前
に
「
也
」
が
あ
る
。

（
３
）
可
―
「
可
」
は
、
楠
本
本
に
は
無
い
。

訓

読

「
賢
者
は
世
を
辟
く
」
の
一
章
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
凡
そ
古
の
隱
者
は
、
以
て
一
律
に
看
る
べ
き
に
非
ず
。
其
の
時
の
遇
ふ

さ

所
を
以
て
之
れ
を
觀
る
べ
き
者
有
り
、
其
の
才
德
の
高
下
を
以
て
之
を
觀
る
べ
き
者
有
り
。
長
沮
、
桀
溺
の
徒
の
若
き
は
、

（
１
）

長
く
往
き
て
返
ら
ざ
る
の
意
有
る
に
似
た
り
。
然
る
に
設
使
ひ
天
下
に
道
有
り
て
出
づ
る
も
、
計
る
に
亦
た
甚
の
施
設
無
く
、

た

と

（
２
）

只
是
だ
獨
り
其
の
身
を
善
く
す
る
は
、
老
莊
の
徒
の
如
き
の
み
。
大
抵
天
下
に
道
有
り
て
見
る
る
は
、
必
ず
し
も
其
の
十
分

あ
ら
は

太
平
な
る
を
待
ち
て
、
然
る
後
出
で
來
る
に
あ
ら
ず
。
天
下
に
道
無
く
し
て
隱
る
る
は
、
亦
た
必
ず
し
も
其
の
十
分
大
亂
な

る
を
待
ち
て
、
然
る
後
に
隱
れ
去
く
に
あ
ら
ず
。
天
下
に
道
有
る
は
、
譬
へ
ば
天
の
將
に
曉
な
ら
ん
と
す
る
が
如
く
、
未
だ
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甚
だ
し
く
は
明
ら
か
な
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
此
自
り
只
だ
明
ら
か
な
る
に
向
か
ひ
去
け
ば
、
出
で
て
之
れ
が
用
を
爲
さ

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
天
下
に
道
無
き
は
、
譬
へ
ば
天
の
將
に
夜
な
ら
ん
と
す
る
が
如
く
、
未
だ
甚
だ
し
く
は
暗
か
ら
ず
と
雖
も
、

然
れ
ど
も
此
自
り
只
だ
暗
き
に
向
か
ひ
去
け
ば
、
其
の
後
來
必
ず
支
持
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
、
故
に
亦
た
「
幾
を
見
て
作

す
」
を
須
ち
て
、
可
な
り
、
と
。
【
時
擧
】

（
３
）

（
４
）

口
語
訳

「
賢
者
は
世
を
辟
く
」
章
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
お
よ
そ
古
の
隠
者
に
つ
い
て
は
、
一
律
に
見
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
と
き
の
境
遇
を
か

ん
が
み
る
べ
き
者
も
お
り
、
そ
の
才
徳
の
高
下
を
か
ん
が
み
る
べ
き
者
も
い
る
。
長
沮
や
桀
溺
の
徒
な
ど
は
、
い
な
く
な
っ

て
長
ら
く
戻
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
者
ど
も
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
た
と
え
天
下
に
道
が
あ
っ
て
世
に
現
れ
る
も
、
何
ら

手
だ
て
が
な
く
、
ひ
た
す
ら
我
が
身
を
養
う
も
の
は
、
老
荘
の
徒
の
よ
う
で
あ
る
。
お
お
む
ね
天
下
に
道
が
あ
っ
て
現
れ
る

者
も
、
必
ず
し
も
十
分
に
太
平
の
世
と
な
る
の
を
待
っ
て
、
世
に
出
て
く
る
の
で
は
な
い
。
天
下
に
道
が
な
く
て
隠
れ
る
者

も
ま
た
、
必
ず
し
も
十
分
に
大
乱
の
世
に
な
る
の
を
待
っ
て
、
世
を
退
く
の
で
は
な
い
。
天
下
に
道
が
あ
る
と
は
、
た
と
え

ば
明
け
方
の
よ
う
な
も
の
で
、
ま
だ
あ
ま
り
明
る
く
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
明
る
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
世

に
出
て
任
を
果
た
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
天
下
に
道
が
な
い
と
は
、
た
と
え
ば
暮
れ
方
の
よ
う
な
も
の
で
、
ま
だ
あ

ま
り
暗
く
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
暗
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
こ
れ
よ
り
後
は
も
う
支
え
き
れ
な
い
こ
と
が
分

『
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か
る
。
だ
か
ら
「
幾
を
見
て
作
す
」
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
。
【
潘
時
擧
録
】

注（
１
）
長
沮
、
桀
…
若
き
は
―
「
長
沮
」
、
「
桀
溺
」
は
、
古
の
隠
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
を
指
す
。
『
論
語
』
微
子
篇
第
六
章

に
「
長
沮
、
桀
溺
耦
而
耕
、
孔
子
過
之
、
使
子
路
問
津
焉
。
長
沮
曰
、
夫
執
輿
者
爲
誰
。
子
路
曰
、
爲
孔
丘
。
曰
、
是
魯
孔

丘
與
。
曰
、
是
也
。
曰
、
是
知
津
矣
。
問
於
桀
溺
、
桀
溺
曰
、
子
爲
誰
。
曰
、
爲
仲
由
。
曰
、
是
魯
孔
丘
之
徒
與
。
對
曰
、

然
。
曰
、
滔
滔
者
天
下
皆
是
也
、
而
誰
以
易
之
。
且
而
與
其
從
辟
人
之
士
也
、
豈
若
從
辟
世
之
士
哉
。
耰
而
不
輟
。
子
路
行

以
告
。
夫
子
憮
然
曰
、
鳥
獸
不
可
與
同
群
、
吾
非
斯
人
之
徒
與
而
誰
與
。
天
下
有
道
、
丘
不
與
易
也
。
」
と
あ
り
、
そ
の

『
集
注
』
に
は
、
「
二
人
、
隱
者
。
」
な
ど
と
注
す
る
。

（
２
）
計
る
に
…
設
無
く
―
「
施
設
」
は
禅
語
で
、
手
段
、
方
策
、
手
だ
て
の
意
。
『
臨
済
録
』
示
衆
に
「
應
是
萬
種
施
設
、
用

處
祇
是
無
處
。
」
な
ど
と
あ
る
。

（
３
）
天
下
に
…
可
な
り
―
「
天
下
無
道
」
云
々
は
、
『
語
類
』
巻
三
五
（
『
論
語
』
泰
伯
篇
第
一
三
章
（
篤
信
好
学
章
）
に
か
か

る
条
）
に
、
「
天
下
無
道
、
譬
如
天
之
將
夜
、
雖
未
甚
暗
、
然
此
自
只
向
暗
去
。
知
其
後
來
必
不
可
支
持
、
故
亦
須
見
幾
而

作
、
可
也
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
本
条
の
後
半
部
分
と
ほ
ぼ
同
様
、
か
つ
本
条
と
同
じ
く
潘
時
挙
の
記
録
で
あ
る
。
な
お

『
晦
庵
先
生
朱
文
公
語
録
』
（
い
わ
ゆ
る
池
録
）
巻
一
二
（
潘
時
挙
録
）
に
は
、
本
条
後
半
部
分
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
全

体
を
収
め
た
条
の
み
を
収
め
る
。
「
見
幾
而
作
」
は
、
『
周
易
』
繫
辞
下
伝
第
五
章
に
「
幾
者
、
動
之
微
、
吉
之
先
見
者
也
。
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君
子
見
幾
而
作
、
不
俟
終
日
。
」
と
あ
る
。

（
４
）
時
擧
―
「
時
擧
」
は
、
潘
時
挙
の
こ
と
。
「
譯
注
（
二
）
」
［
憲
６
（
８
）
・
１
／
四
四
・
二
九
］
条
に
既
出
（
そ
の
注

（
二
）
を
参
照
）
。

［
憲

（

）
・
２
／
四
四
・
一
一
三
］

28

39

賢
者
辟
世
、
浩
然
長
往
而
不
來
、
擧
世
棄
之
而
不
顧
、
所
謂
遯
世
不
見
知
而
不
悔
者
也
。
問
、
沮
溺
荷
蓧
之
徒
、
可
以
當
此

否
。
曰
、
可
以
當
之
。
或
云
、
集
注
以
太
公
伊
尹
之
徒
當
之
、
恐
非
沮
溺
之
徒
可
比
也
。
曰
、
也
可
以
當
、
只
是
沮
溺
之
徒

偏
耳
。
伊
呂
平
正
。
【
僩
】

訓

読

「
賢
者
は
世
を
辟
く
」
は
、
浩
然
と
し
て
長
く
往
き
て
來
た
ら
ず
、
世
を
擧
げ
て
之
を
棄
て
て
顧
み
ず
、
所
謂
る
「
世
を
遯の

が

れ
て
知
ら
れ
ず
し
て
悔
い
ざ
る
」
者
な
り
。
問
ふ
、
沮
溺
荷
蓧
の
徒
、
以
て
此
れ
に
當
た
る
べ
き
や
否
や
、
と
。
曰
は
く
、

（
１
）

（
２
）

以
て
之
に
當
た
る
べ
し
、
と
。
或
ひ
と
云
ふ
、
集
注
に
太
公
伊
尹
の
徒
を
以
て
之
に
當
て
、
恐
ら
く
は
沮
溺
の
徒
の
比
ぶ
る

（
３
）

な
ら

べ
き
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。
曰
は
く
、
也
た
以
て
當
た
る
べ
し
、
只
是
だ
沮
溺
の
徒
は
偏
な
る
の
み
。
伊
呂
は
平
正
た
り
、

（
４
）

と
。
【
僩
】

（
５
）

『
朱
子
語
類
』
巻
四
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四
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口
語
訳

「
賢
者
は
世
を
辟
く
」
と
は
、
き
っ
ぱ
り
と
い
な
く
な
っ
て
長
ら
く
戻
っ
て
こ
ず
、
世
の
者
み
な
に
棄
て
ら
れ
て
も
顧

み
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
世
を
遯
れ
て
知
ら
れ
ず
し
て
悔
い
ざ
る
」
者
の
こ
と
で
あ
る
。

質
問
し
た
、
「
長
沮
や
桀
溺
、
あ
じ
か
を
担
い
だ
老
人
な
ど
は
、
こ
れ
に
あ
た
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
こ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
」
と
。

あ
る
人
が
い
っ
た
、
「
『
集
注
』
で
は
、
呂
尚
（
太
公
望
）
や
伊
尹
の
徒
を
こ
れ
に
あ
て
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
お
そ
ら
く

は
長
沮
や
桀
溺
の
徒
と
は
同
列
に
並
べ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
や
は
り
（
長
沮
や
桀
溺
の
徒
も
）
あ
た
る
だ
ろ
う
が
、
彼
ら
は
偏
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
伊

尹
と
呂
尚
は
平
正
で
あ
っ
た
。
」
と
。
【
沈
僩
録
】

注（
１
）
所
謂
る
…
者
な
り
―
「
遯
世
不
見
知
而
不
悔
」
は
、
『
中
庸
』
章
句
第
一
一
章
に
、
「
君
子
依
乎
中
庸
、
遯
世
不
見
知
而
不

悔
、
唯
聖
者
能
之
」
と
あ
る
。

（
２
）
沮
溺
荷
蓧
の
徒
―
「
沮
溺
」
は
、
長
沮
と
桀
溺
。
前
条
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
一
二
］
に
既
出
（
そ
の
注

28

39

（
１
）
を
参
照
）
。
「
荷
蓧
」
は
、
あ
じ
か
を
担
い
だ
老
人
で
、
隠
者
で
あ
る
。
長
沮
、
桀
溺
に
つ
い
て
説
か
れ
た
『
論
語
』

ヽ

ヽ

ヽ
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微
子
篇
第
六
章
に
続
く
、
同
第
七
章
に
「
子
路
從
而
後
、
遇
丈
人
、
以
杖
荷
蓧
。
子
路
問
曰
、
子
見
夫
子
乎
。
丈
人
曰
、
四

體
不
勤
、
五
穀
不
分
、
孰
爲
夫
子
。
植
其
杖
而
芸
。
子
路
拱
而
立
。
止
子
路
宿
、
殺
雞
爲
黍
而
食
之
、
見
其
二
子
焉
。
明
日
、

子
路
行
以
告
。
子
曰
、
隱
者
也
。
使
子
路
反
見
之
。
至
則
行
矣
。
子
路
曰
、
不
仕
無
義
。
長
幼
之
節
、
不
可
廢
也
。
君
臣
之

義
、
如
之
何
其
廢
之
。
欲
潔
其
身
、
而
亂
大
倫
。
君
子
之
仕
也
、
行
其
義
也
。
道
之
不
行
、
已
知
之
矣
」
と
あ
る
。
そ
の

『
集
注
』
に
は
、
「
丈
人
亦
隱
者
」
な
ど
と
注
す
る
。

（
３
）
集
注
に
…
に
當
て
―
「
太
公
」
は
、
呂
尚
。
太
公
望
と
称
さ
れ
る
周
の
建
国
の
功
臣
。
「
伊
尹
」
は
、
殷
の
建
国
の
功
臣
。

『
論
語
』
季
氏
篇
第
一
一
章
に
「
隱
居
以
求
其
志
、
行
義
以
達
其
道
。
吾
聞
其
語
矣
。
未
見
其
人
也
」
と
あ
り
、
そ
の
『
集

注
』
に
「
求
其
志
、
守
其
所
達
之
道
也
。
達
其
道
、
行
其
所
求
之
志
也
。
蓋
惟
伊
尹
太
公
之
流
、
可
以
當
之
」
と
あ
る
。

（
４
）
伊
呂
は
…
正
た
り
―
「
伊
呂
」
は
、
伊
尹
と
呂
尚
（
太
公
望
）
。
本
条
の
注
（
３
）
を
参
照
。

（
５
）
僩
―
「
僩
」
は
、
沈
僩
の
こ
と
。
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・

／
四
四
・
一
六
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
三
）
を
参
照
）
。

14

［
憲

（

）
］
子
路
宿
於
石
門
章

29

41

〇
子
路
宿
於
石
門
。
晨
門
曰
、
奚
自
。
子
路
曰
、
自
孔
氏
。
曰
、
是
知
其
不
可
而
爲
之
者
與
。
【
與
、
平
聲
。
石
門
、
地
名
。

晨
門
、
掌
晨
啓
門
、
蓋
賢
人
隱
於
抱
關
者
也
。
自
、
從
也
、
問
其
何
所
從
來
也
。
胡
氏
曰
、
晨
門
知
世
之
不
可
而
不
爲
、
故
以
是

譏
孔
子
。
然
不
知
聖
人
之
視
天
下
、
無
不
可
爲
之
時
也
。
】

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
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［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
一
四
］

29

41

問
、
石
門
章
。
先
生
謂
聖
人
無
不
可
爲
之
時
。
且
以
人
君
言
之
、
堯
之
所
以
處
丹
朱
而
禪
舜
、
舜
之
處
頑
父
、
囂
母
、
傲
弟

之
閒
、
與
其
所
以
處
商
均
而
禪
禹
。
以
人
臣
言
之
、
伊
尹
之
所
以
處
太
甲
、
周
公
之
所
以
處
管
蔡
、
此
可
見
聖
人
無
不
可
爲

之
時
否
。
曰
、
然
。
【
廣
】

訓

読

「
石
門
」
章
を
問
ふ
。
先
生

聖
人
は
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
の
時
無
し
と
謂
ふ
。
且
ら
く
人
君
を
以
て
之
を
言
へ
ば
、
堯
の
丹

（
１
）

朱
を
處
し
て
舜
に
禪
る
所
以
と
、
舜
の
頑
父
、
囂
母
、
傲
弟
の
閒
に
處
す
る
と
、
其
の
商
均
を
處
し
て
禹
に
禪
る
と
。
人
臣

ゆ
づ

（
２
）

が
う

ぼ

（
３
）

（
４
）

を
以
て
之
を
言
へ
ば
、
伊
尹
の
太
甲
を
處
す
る
所
以
、
周
公
の
管
蔡
を
處
す
る
所
以
、
此
れ
聖
人

爲
す
べ
か
ら
ざ
る
の
時

（
５
）

（
６
）

無
き
を
見
る
べ
き
や
否
、
と
。
曰
は
く
、
然
り
、
と
。
【
廣
】

（
７
）

口
語
訳

「
「
石
門
」
章
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
「
先
生
は
、
「
聖
人
に
は
行
動
す
べ
き
で
な
い
時
な
ど
な
い
」
と
（
胡
寅
の
説
を
引

い
て
）
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
君
主
に
つ
い
て
い
え
ば
、
堯
は
（
息
子
の
）
丹
朱
に
接
し
な
が
ら
、
舜
に
禅
譲
し
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た
こ
と
や
、
舜
が
頑
固
な
父
や
、
や
か
ま
し
い
母
、
傲
慢
な
弟
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
息
子
の
商
均
に
接
し
な
が
ら
、

禹
に
禅
譲
し
た
こ
と
な
ど
（
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
）
。
臣
下
に
つ
い
て
い
え
ば
、
伊
尹
が
太
甲
に
接
し
た
こ
と
、
周
公
が
管

叔
鮮
と
蔡
叔
度
を
処
罰
し
た
こ
と
（
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
）
。
こ
れ
ら
か
ら
、
聖
人
に
は
行
動
す
べ
き
で
な
い
時
な
ど
な
い

こ
と
が
分
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
そ
の
通
り
だ
。
」
と
。
【
輔
広
録
】

注（
１
）
先
生
聖
…
と
謂
ふ
―
「
無
不
可
爲
之
時
」
は
、
『
集
注
』
当
該
章
に
引
く
胡
寅
の
語
。

（
２
）
堯
の
丹
…
所
以
と
―
「
丹
朱
」
は
、
堯
の
子
。
「
堯
之
所
以
處
丹
朱
而
禪
舜
」
は
、
堯
が
丹
朱
の
頑
凶
た
る
様
を
見
抜
き
、

舜
に
帝
位
を
譲
っ
た
こ
と
を
指
す
。
『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
、
「
堯
曰
、
誰
可
順
此
事
。
放
齊
曰
、
嗣
子
丹
朱
開
明
。
堯
曰
、

吁
、
頑
凶
、
不
用
。…
…

堯
曰
、
悉
擧
貴
戚
及
疏
遠
隱
匿
者
。
衆
皆
言
於
堯
曰
、
有
矜
在
民
閒
、
曰
虞
舜
。
堯
曰
、
然
、

朕
聞
之
。
其
何
如
。
嶽
曰
、
盲
者
子
。
父
頑
、
母
嚚
、
弟
傲
、
能
和
以
孝
、
烝
烝
治
、
不
至
姦
。
堯
曰
、
吾
其
試
哉
。
」
と

あ
る
。

（
３
）
舜
の
頑
…
す
る
と
―
「
舜
之
處
頑
父
囂
母
傲
弟
之
閒
」
は
、
舜
の
実
父
の
瞽
叟
と
継
母
、
お
よ
び
異
母
弟
の
象
が
愚
頑
暴

こ

そ
う

し
よ
う

虐
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
条
の
注
（
１
）
、
お
よ
び
同
じ
く
『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
、
「
舜
父
瞽
叟

頑
、
母
嚚
、
弟
象
傲
、
皆
欲
殺
舜
。
舜
順
適
不
失
子
道
。
兄
弟
孝
慈
、
欲
殺
不
可
得
。
即
求
嘗
在
側
。
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
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（
４
）
其
の
商
…
禪
る
と
―
「
商
均
」
は
、
舜
の
子
。
「
與
其
所
以
處
商
均
而
禪
禹
」
は
、
舜
が
実
子
商
均
の
不
肖
を
見
抜
き
、

禹
に
帝
位
を
譲
っ
た
こ
と
を
指
す
。
『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
、
「
舜
子
商
均
亦
不
肖
。
舜
乃
豫
薦
禹
於
天
。
十
七
年
而
崩
。
三

年
喪
畢
、
禹
亦
乃
讓
舜
子
、
如
舜
讓
堯
子
。
諸
侯
歸
之
。
然
後
禹
踐
天
子
位
。
」
と
あ
り
、
ま
た
『
孟
子
』
万
章
上
篇
第
六

章
に
、
「
昔
者
舜
薦
禹
於
天
、
十
有
七
年
。
舜
崩
、
三
年
之
喪
畢
、
禹
避
舜
之
子
於
陽
城
。
天
下
之
民
從
之
、
若
堯
崩
之
後

不
從
堯
之
子
而
從
舜
也
。
」
と
あ
る
。

（
５
）
伊
尹
の
…
る
所
以
―
「
伊
尹
」
は
、
殷
の
賢
臣
。
「
太
甲
」
は
、
殷
の
第
四
代
の
王
。
「
伊
尹
之
所
以
處
太
甲
」
は
、
暴
虐

な
帝
で
あ
っ
た
太
甲
を
、
そ
の
臣
下
の
伊
尹
が
追
放
し
、
自
ら
摂
政
と
な
っ
て
こ
れ
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
指
す
。
『
史
記
』

殷
本
紀
に
、
「
帝
太
甲
既
立
三
年
、
不
明
、
暴
虐
、
不
遵
湯
法
、
亂
德
、
於
是
伊
尹
放
之
於
桐
宮
。
三
年
、
伊
尹
攝
行
政
當

國
、
以
朝
諸
侯
」
と
あ
り
、
ま
た
『
孟
子
』
万
章
上
篇
第
六
章
に
、
「
太
甲
顛
覆
湯
之
典
刑
、
伊
尹
放
之
於
桐
三
年
。
太
甲

悔
過
、
自
怨
自
艾
、
於
桐
處
仁
遷
義
、
三
年
以
聽
伊
尹
之
訓
己
也
、
復
歸
于
亳
。
」
と
あ
る
。

（
６
）
周
公
の
…
る
所
以
―
「
管
蔡
」
は
、
周
の
文
王
の
三
男
の
管
叔
鮮
と
、
五
男
の
蔡
叔
度
。
「
周
公
之
所
以
處
管
蔡
」
は
、

幼
年
の
周
の
成
王
に
代
わ
っ
て
摂
政
と
な
っ
た
周
公
旦
（
周
の
文
王
の
四
男
）
が
、
簒
奪
の
疑
い
を
か
け
て
反
乱
を
起
こ
し

た
管
叔
鮮
と
蔡
叔
度
を
下
し
、
前
者
を
謀
殺
、
後
者
を
配
謫
し
た
こ
と
を
指
す
。
『
史
記
』
管
蔡
世
家
に
、
「
武
王
既
崩
、
成

王
少
、
周
公
旦
專
王
室
。
管
叔
、
蔡
叔
疑
周
公
之
爲
不
利
於
成
王
、
乃
挾
武
庚
以
作
亂
。
周
公
旦
承
成
王
命
伐
誅
武
庚
、
殺

管
叔
、
而
放
蔡
叔
，
遷
之
、
與
車
十
乘
、
徒
七
十
人
從
。
」
と
あ
る
。

（
７
）
廣
―
「
廣
」
は
、
輔
広
の
こ
と
。
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・

／
四
四
・
二
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
四
）
を
参
照
）
。
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（
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
〇
九
］
～
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
一
四
］
条
担
当

中
嶋

諒
）

27

38

29

41

[

憲

（

）]
子
擊
磬
於
衞
章

30

42

〇
子
擊
磬
於
衞
。
有
荷
蕢
而
過
孔
氏
之
門
者
、
曰
、
有
心
哉
。
擊
磬
乎
。
【
荷
、
去
聲
。
磬
、
樂
器
。
荷
、
擔
也
。
蕢
、
草
器

也
。
此
荷
蕢
者
、
亦
隱
士
也
。
聖
人
之
心
未
嘗
忘
天
下
、
此
人
聞
其
磬
聲
而
知
之
、
則
亦
非
常
人
矣
。
】
既
而
曰
、
鄙
哉
。
硜
硜

乎
。
莫
己
知
也
、
斯
己
而
已
矣
。
深
則
厲
、
淺
則
揭
。
【
硜
、
苦
耕
反
。
莫
己
之
己
、
音
紀
、
餘
音
以
。
揭
、
起
例
反
。
硜
硜
、

石
聲
、
亦
專
確
之
意
。
以
衣
渉
水
曰
厲
、
攝
衣
渉
水
曰
揭
。
此
兩
句
、
衞
風
匏
有
苦
葉
之
詩
也
。
饑
孔
子
人
不
知
己
而
不
止
、
不

能
適
淺
深
之
宜
。
】
子
曰
、
果
哉
。
末
之
難
矣
。
【
果
哉
、
歎
其
果
於
忘
世
也
。
末
、
無
也
。
聖
人
心
同
天
地
、
視
天
下
猶
一
家
、

中
國
猶
一
人
、
不
能
一
日
忘
也
。
故
聞
荷
蕢
之
言
、
而
歎
其
果
於
忘
世
。
且
言
人
之
出
處
、
若
但
如
此
、
則
亦
無
所
難
矣
。
】

[

憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
一
五]

30

42

本

文『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）



- 108 -

子
擊
磬
於
衞
。
先
生
云
、
如
何
聞
擊
磬
而
知
有
憂
天
下
之
志
。
或
對
曰
、
政
如
聽
琴
而
知
其
心
在
蟷
螂
捕
蟬
耳
。
久
之
、

先
生
曰
、
天
下
固
當
憂
、
聖
人
不
應
只
管
憂
。
如
樂
亦
在
其
中
、
亦
自
有
樂
時
。
或
云
、
聖
人
憂
天
下
、
其
心
自
然
如
此
、

（
１
）

如
天
地
之
造
化
萬
物
、
而
憂
不
累
其
心
。
曰
、
然
則
擊
磬
之
時
、
其
心
憂
乎
、
樂
乎
。
對
曰
、
雖
憂
而
未
嘗
無
樂
。
又

（
２
）

有
曰
、
其
憂
世
之
心
、
偶
然
見
於
擊
磬
之
時
。
先
生
皆
不
然
之
、
曰
、
此
是
一
箇
大
題
目
、
須
細
思
之
。
【
拱
壽
】

（
３
）

（
４
）

校

勘

（
１
）
先
生
云
…
先
生
曰
―
「
先
生
云
、
如
何
聞
擊
磬
而
知
有
憂
天
下
之
志
。
或
對
曰
、
政
如
聽
琴
而
知
其
心
在
蟷
螂
捕
蟬
耳
。

久
之
、
先
生
曰
」
は
、
楠
本
本
に
は
な
い
。

（
２
）
對
曰
―
「
曰
」
は
、
楠
本
本
は
「
云
」
に
作
る
。

（
３
）
又
有
曰
―
「
曰
」
は
、
楠
本
本
は
「
云
」
に
作
る
。

（
４
）
拱
壽
―
「
拱
壽
」
は
、
楠
本
本
は
「
壽
仁
」
に
作
る
。

訓

読

子
磬
を
衞
に
擊
つ
。
先
生
云
ふ
、
如
何
ぞ
磬
を
擊
つ
を
聞
き
て
天
下
を
憂
ふ
る
の
志
有
る
を
知
る
、
と
。
或
る
ひ
と
對
へ

て
曰
は
く
、
政
に
琴
を
聽
き
て
其
の
心
蟷
螂
の
蟬
を
捕
ふ
る
に
在
る
を
知
る
が
如
き
な
る
の
み
な
ら
ん
、
と
。
之
れ
を
久

ま
さ

（
１
）
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し
く
し
て
、
先
生
曰
は
く
、
天
下
固
よ
り
當
に
憂
ふ
べ
き
も
、
聖
人
應
に
只
管
ら
に
は
憂
ふ
べ
か
ら
ず
。
「
樂
し
み
も
亦
た

ひ

た

す

其
の
中
に
在
る
」
が
如
く
、
亦
自
た
樂
し
む
時
有
り
、
と
。
或
る
ひ
と
云
ふ
、
聖
人
の
天
下
を
憂
ふ
る
、
其
の
心
自
然
に

ま

（

２

）

此
く
の
如
し
、
天
地
の
萬
物
を
造
化
す
る
が
如
く
に
し
て
、
憂
ひ
其
の
心
を
累
は
さ
ず
、
と
。
曰
は
く
、
然
れ
ば
則
ち
磬

を
擊
つ
の
時
、
其
の
心
憂
ふ
る
か
、
樂
し
む
か
、
と
。
對
へ
て
曰
は
く
、
憂
ふ
と
雖
も
未
だ
嘗
て
樂
し
む
無
く
ん
ば
あ
ら

ず
、
と
。
又
曰
ふ
有
り
、
其
の
世
を
憂
ふ
る
の
心
、
偶
然
磬
を
擊
つ
の
時
に
見
は
る
、
と
。
先
生
皆
な
之
れ
を
然
ら
ず
と

あ
ら

し
て
、
曰
は
く
、
此
れ
は
是
れ
一
箇
の
大
題
目
な
り
、
須
ら
く
之
れ
を
細
思
す
べ
し
、
と
。
【
拱
壽
】

（

３

）

口
語
訳

「
子
磬
を
衛
に
擊
つ
」
に
つ
い
て
。
先
生
は
い
っ
た
、
「
な
ぜ
磬
を
う
つ
音
を
聞
い
て
、
天
下
を
憂
慮
す
る
気
持
ち
が
あ

る
の
を
わ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
。

あ
る
者
が
応
じ
て
い
っ
た
、
「
（
後
漢
の
蔡
邕
が
酒
宴
に
招
か
れ
た
門
前
か
ら
聞
こ
え
る
）
琴
声
の
中
に
、
そ
の
心
意
は
カ

マ
キ
リ
が
セ
ミ
を
捕
食
せ
ん
に
あ
る
の
を
読
み
取
る
と
い
う
の
に
類
す
る
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
。

や
や
あ
っ
て
先
生
は
い
っ
た
、
「
天
下
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
憂
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
聖
人
に
し
ろ
憂
慮
し
て
ば
か
り

で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
「
（
『
論
語
』
述
而
篇
に
聖
人
孔
夫
子
が
「
疏
食
を
飯
い
、
水
を
飲
み
、
肱
を
曲
げ
て
之
れ
を
枕
と
す
る

も
」
）
楽
し
み
其
の
中
に
在
り
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
楽
し
く
愉
快
な
時
だ
っ
て
あ
る
。
」
と
。
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あ
る
者
が
い
っ
た
、
「
聖
人
孔
子
が
天
下
を
憂
慮
す
る
の
は
、
聖
人
の
心
は
自
ず
か
ら
そ
う
い
う
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、

天
地
が
万
物
を
生
成
化
育
す
る
の
と
同
様
に
、
憂
慮
が
そ
の
心
を
障
礙
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
そ
れ
な
ら
、
孔
子
が
磬
を
う
ち
奏
で
て
い
た
時
、
そ
の
心
は
憂
慮
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も

楽
し
ん
で
い
た
の
か
。
」
と
。

（
こ
た
え
て
）
い
っ
た
、
「
憂
慮
す
る
と
は
い
え
楽
し
み
は
あ
る
は
ず
で
す
。
」
と
。
ま
た
、
「
孔
子
の
世
を
憂
慮
す
る
心

が
、
た
ま
さ
か
磬
を
う
ち
奏
で
る
時
に
発
わ
れ
た
の
で
す
。
」
と
い
う
者
も
い
た
。

あ
ら

朱
先
生
は
い
ず
れ
も
不
可
で
あ
る
と
し
て
い
っ
た
、
「
こ
れ
は
一
大
テ
ー
マ
で
あ
り
、
子
細
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
」
と
。
【
董
拱
寿
録
】

注（
１
）
政
は
琴
…
な
ら
ん
―
「
政
如
聽
琴
而
知
其
心
在
蟷
螂
捕
蟬
耳
」
は
、
『
後
漢
書
』
巻
六
〇
下
蔡
邕
列
伝
に
「
邕
在
陳
留
也
、

其
鄰
人
有
以
酒
食
召
邕
者
、
比
往
而
酒
以
酣
焉
。
客
有
彈
琴
於
屏
、
邕
至
門
試
潛
聽
之
、
曰
、
憘
、
以
樂
召
我
而
有
殺
心
、

何
也
。
遂
反
。
將
命
者
告
主
人
曰
、
蔡
君
向
來
、
至
門
而
去
。
邕
素
爲
邦
鄕
所
宗
、
主
人
遽
自
追
而
問
其
故
、
邕
具
以
告
、

莫
不
憮
然
。
彈
琴
者
曰
、
我
向
鼓
弦
、
見
螳
蜋
方
向
鳴
蟬
、
蟬
將
去
而
未
飛
、
螳
蜋
爲
之
一
前
一
却
。
吾
心
聳
然
、
惟
恐
螳

蜋
之
失
之
也
、
此
豈
爲
殺
心
而
形
於
聲
者
乎
。
邕
莞
然
而
笑
曰
、
此
足
以
當
之
矣
。
」
と
あ
る
、
後
漢
の
蔡
邕
が
陳
留
に
あ
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っ
た
時
に
隣
人
か
ら
酒
宴
に
招
か
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
主
人
の
門
前
ま
で
ゆ
く
と
屋
内
の
琴
声
に
殺
意
が
籠
っ
て
い
る
こ
と

を
察
し
て
退
き
返
し
た
故
事
に
よ
る
。

（
２
）
樂
し
み
…
時
あ
り
―
「
如
樂
亦
在
其
中
、
亦
自
有
樂
時
。
」
は
、
「
樂
亦
在
其
中
」
は
『
論
語
』
述
而
篇
第
一
五
章
に
「
子

曰
、
飯
疏
食
、
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
樂
亦
在
其
中
矣
。
不
義
而
富
且
貴
、
於
我
如
浮
雲
。
」
と
あ
り
、
『
集
注
』
は
「
聖
人

之
心
、
渾
然
天
理
、
雖
處
困
極
、
而
樂
亦
無
不
在
焉
。
其
視
不
義
之
富
貴
、
如
浮
雲
之
無
有
、
漠
然
無
所
動
於
其
中
也
。
○

程
子
曰
、
非
樂
疏
食
飲
水
也
、
雖
疏
食
飲
水
、
不
能
改
其
樂
也
。
不
義
之
富
貴
、
視
之
輕
如
浮
雲
然
。
又
曰
、
須
知
所
樂
者

何
事
。
」
と
注
し
、
聖
人
の
心
は
理
そ
の
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
境
遇
も
そ
の
楽
し
み
を
改
変
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

述
べ
る
。

（
３
）
拱
壽
―
「
拱
壽
」
は
、
董
拱
寿
、
字
は
仁
叔
、
饒
州
鄱
陽
県
（
江
西
省
）
の
人
で
あ
る
。
『
語
類
』
に
お
け
る
記
録
は
一

六
条
に
す
ぎ
な
い
。
『
学
案
補
遺
』
巻
六
九
・
『
資
料
索
引
』
第
三
二
二
一
頁
・
『
年
攷
』
第
二
六
四
頁
・
『
門
人
』
第
二
七
六

頁
・
『
書
院
』
第
一
九
六
頁
。

[

憲

（

）
・
２
／
四
四
・
一
一
六]
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問
、
荷
蕢
聞
磬
聲
、
如
何
便
知
夫
子
之
心
不
忘
天
下
。
曰
、
他
那
箇
人
煞
高
、
如
古
人
於
琴
聲
中
知
有
殺
心
者
耳
。
因
説
、

（
１
）

泉
州
醫
僧
妙
智
大
師
後
來
都
不
切
脈
、
只
見
其
人
、
便
知
得
他
有
甚
病
。
又
後
來
雖
不
見
其
人
、
只
敎
人
來
説
、
因
其
説
、

（
２
）

便
自
知
得
。
此
如
他
心
通
相
似
。
蓋
其
精
誠
篤
至
、
所
以
能
知
。
又
問
、
硜
硜
乎
、
是
指
磬
聲
而
言
否
。
曰
、
大
約
是
如

（
３
）

此
。
【
廣
】

（
４
）

校

勘

（
１
）
他
―
「
他
」
は
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
佗
」
に
作
る
。

（
２
）
他
―
「
他
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
は
「
它
」
に
作
り
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
佗
」
作
る
。

（
３
）
他
―
「
他
」
は
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
佗
」
に
作
り
、
楠
本
本
は
「
它
」
に
作
る
。

（
４
）
廣
―
「
廣
」
は
、
楠
本
本
は
「
廣
」
の
下
に
小
字
双
行
で
「
東
漢
蔡
邕
至
主
人
之
門
、
潜
聽
琴
声
而
知
有
殺
心
、
乃
鼔
琴

者
見
螳
蜋
捕
蝉
、
惟
恐
其
失
之
、
遂
形
於
声
也
。
」
が
あ
る
。

訓

読

問
ふ
、
蕢
を
荷
ふ
も
の
磬
の
聲
を
聞
き
、
如
何
ぞ
便
ち
夫
子
の
心
天
下
を
忘
れ
ざ
る
を
知
る
、
と
。
曰
は
く
、
他
那
箇
人

煞
だ
高
く
、
古
人
の
琴
聲
中
に
殺
心
有
る
を
知
る
者
の
如
き
の
み
。
因
み
て
説
く
、
泉
州
の
醫
僧
妙
智
大
師
後
來
都
て
脈

（
１
）
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を
切
せ
ず
、
只
だ
其
の
人
を
見
る
の
み
に
し
て
、
便
ち
他
に
甚
の
病
有
る
か
を
知
得
す
。
又
後
來
其
の
人
を
見
ず
と
雖
も
、

（
２
）

只
だ
人
を
し
て
來
り
説
か
し
め
、
其
の
説
く
に
因
り
て
、
便
自
ち
知
得
す
。
此
れ
他
心
通
な
る
が
如
く
相
ひ
似
た
り
。
蓋

す

な

は

（

３

）

し
其
の
精
誠
篤
至
す
、
所
以
に
能
く
知
る
、
と
。
又
問
ふ
、
「
硜
硜
乎
」
は
、
是
れ
磬
聲
を
指
し
て
言
ふ
や
否
や
、
と
。
曰

は
く
、
大
約
是
れ
此
く
の
如
し
、
と
。
【
廣
】

（
４
）

口
語
訳

質
問
し
た
、
「
あ
じ
か
を
荷
う
者
が
磬
の
音
を
聞
き
、
な
ぜ
孔
夫
子
の
心
に
憂
世
が
あ
る
の
を
わ
か
っ
た
の
で
す
か
。
」

と
。（

朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
そ
の
人
物
は
た
い
そ
う
高
識
で
、
古
人
が
琴
の
音
色
に
殺
意
が
あ
る
の
を
知
っ
た
よ
う
な
も
の

だ
。
」
と
。
ち
な
ん
で
い
っ
た
、
「
泉
州
の
医
僧
妙
智
大
師
は
後
に
な
る
と
全
く
脈
を
と
ら
ず
、
そ
の
患
者
に
会
う
だ
け
で
、

た
ち
ま
ち
患
者
が
何
の
疾
患
で
あ
る
の
か
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
後
に
な
る
と
患
者
に
会
い
も
せ
ず
、
使
い
の
も
の
を
寄

こ
し
て
話
を
さ
せ
る
だ
け
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
病
状
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
「
他
心
通
（
す
な
わ
ち
衆
生
の
思
惑
を
見
通

す
能
力
）
」
の
よ
う
な
も
の
だ
。
妙
智
大
師
の
精
誠
が
極
致
で
あ
っ
た
か
ら
、
知
り
得
た
の
だ
。
」
と
。

重
ね
て
質
問
し
た
、
「
「
硜
硜
乎
」
と
は
磬
の
音
色
に
つ
い
て
い
う
の
で
す
か
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
お
お
む
ね
そ
う
い
う
こ
と
だ
」
と
。
【
輔
広
録
】
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注（
１
）
古
人
の
…
き
の
み
―
「
如
古
人
於
琴
聲
中
知
有
殺
心
者
耳
」
は
、
前
の
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
一
五
］
条
に
既

30

42

出
の
後
漢
の
蔡
邕
の
故
事
の
こ
と
で
あ
る
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）
。

（
２
）
因
み
て
…
知
得
す
―
「
泉
州
醫
僧
妙
智
大
師
」
は
、
北
宋
鄧
粛
『
栟
櫚
集
』
巻
一
二
に
「
妙
智
大
師
美
公
、
少
年
學
醫
法
、

造
三
昧
。
稍
壯
則
事
潛
庵
、
求
西
來
意
、
精
進
敏
惠
、
便
爲
一
時
之
名
僧
。
」
と
あ
る
な
ど
、
そ
の
名
は
諸
書
に
散
見
す
る

が
、
伝
記
的
記
事
に
乏
し
い
。
宣
和
か
ら
靖
康
に
か
け
て
活
躍
し
た
鄧
粛
と
同
時
代
の
人
ら
し
い
。
本
条
に
見
え
る
診
察
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
不
詳
。

（
３
）
此
れ
他
…
似
た
り
―
「
他
心
通
」
は
、
仏
教
語
「
六
通
（
神
境
智
證
通
・
天
眼
智
證
通
・
天
耳
智
證
通
・
他
心
智
證
通
・

宿
住
隨
念
智
證
通
・
漏
盡
智
證
通
）
」
の
う
ち
の
「
他
心
智
證
通
」
の
別
称
で
あ
り
、
衆
生
の
心
中
に
思
う
と
こ
ろ
を
見
抜

く
通
力
で
あ
る
。

（
４
）
廣
―
「
廣
」
は
、
輔
広
の
こ
と
。
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・

／
四
四
・
二
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
四
）
を
参
照
）
。

19

[

憲

（

）
・
３
／
四
四
・
一
一
七]

（
１
）

30

42
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本

文

問
、
子
擊
磬
於
衞
一
章
。
曰
、
荷
蕢
亦
是
出
乎
世
俗
數
等
底
人
、
在
鄭
子
産
晏
平
仲
之
上
。
或
問
、
如
蘧
伯
玉
、
又
知
學
。

或
曰
、
蘧
伯
玉
恐
未
爲
知
道
。
曰
、
謂
之
知
道
之
全
、
亦
不
可
。
謂
之
全
不
知
道
、
亦
不
可
。
【
燾
】

校

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
巻
四
四
に
は
無
い
。

訓

読

子
衞
に
磬
を
擊
つ
の
一
章
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
荷
蕢
も
亦
た
是
れ
世
俗
を
出
づ
る
こ
と
數
等
底
人
に
し
て
、
鄭
の
子
産
晏

の

平
仲
の
上
に
在
り
、
と
。
或
る
ひ
と
問
ふ
、
蘧
伯
玉
の
如
き
は
、
又
學
を
知
る
か
、
と
。
或
る
ひ
と
曰
は
く
、
蘧
伯
玉
恐

（
１
）

（
２
）

く
は
未
だ
道
を
知
る
と
爲
さ
ず
、
と
。
曰
は
く
、
之
れ
を
道
の
全
を
知
る
と
謂
へ
ば
、
亦
た
可
な
ら
ず
。
之
れ
を
全
く
道

を
知
ら
ず
と
謂
ふ
も
、
亦
た
可
な
ら
ず
、
と
。
【
燾
】

（
３
）

口
語
訳

「
子
衛
に
磬
を
擊
つ
」
章
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
あ
じ
か
を
荷
う
者
に
し
て
も
そ
こ
い
ら
の
俗
人
世
よ
り
数
ラ
ン
ク
跳
び
抜
け
た
人
物
な
の
で
あ

り
、
春
秋
鄭
の
子
産
や
春
秋
斉
の
晏
平
仲
の
上
座
に
あ
る
。
」
と
。

あ
る
者
が
質
問
し
て
、
「
蘧
伯
玉
な
ど
は
、
（
あ
じ
か
を
荷
う
も
の
の
見
識
に
）
加
え
て
学
を
知
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
」

と
い
え
ば
、
あ
る
者
は
、
「
蘧
伯
玉
た
ぶ
ん
道
を
知
る
と
は
み
な
せ
な
い
」
と
い
っ
た
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
蘧
伯
玉
を
道
の
全
体
を
知
る
と
い
う
の
は
、
間
違
い
だ
。
蘧
伯
玉
を
全
然
道
を
知
ら
な
い
と
い

う
の
も
間
違
い
だ
。
」
と
。

注（
１
）
荷
蕢
も
…
に
在
り
―
「
在
鄭
子
産
晏
平
仲
之
上
」
は
、
「
鄭
子
産
」
は
春
秋
鄭
国
の
大
夫
、
姓
は
姫
、
氏
は
国
、
名
は
僑
、

字
は
子
産
の
こ
と
で
あ
り
、
弱
国
鄭
を
善
く
支
え
、
ま
た
成
文
法
の
創
始
者
と
さ
れ
る
。
「
晏
平
仲
」
は
春
秋
斉
の
相
、
晏

嬰
の
こ
と
、
「
平
」
は
そ
の
諡
号
で
あ
り
、
「
仲
」
は
そ
の
字
で
あ
る
。
斉
の
霊
公
・
荘
公
光
・
景
公
の
三
代
に
仕
え
、
諫
言

を
善
く
し
た
。

（
２
）
蘧
伯
玉
…
知
る
か
―
「
蘧
伯
玉
」
は
、
孔
子
と
同
時
代
の
衛
の
大
夫
、
名
は
瑗
と
い
う
。
「
訳
注
（
四
）
」
［
憲

（

）
・

19

26

１
／
四
四
・
七
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
一
）
を
参
照
）
。
老
い
て
な
お
、
倦
ま
ず
に
徳
を
進
め
た
人
物
と
さ
れ
る
。

（
３
）
燾
―
「
燾
」
は
、
呂
燾
の
こ
と
。
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・

／
四
四
・
八
］
に
既
出
（
そ
の
注
（
二
）
を
参
照
）
。

19
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[

憲

（

）
・
４
／
四
四
・
一
一
八]

（
１
）

30

42

本

文

或
問
、
荷
蕢
沮
溺
之
徒
、
賢
於
世
俗
之
人
遠
矣
。
不
知
比
蘧
伯
玉
如
何
。
曰
、
荷
蕢
之
徒
、
高
於
子
産
晏
平
仲
輩
、
而
不

及
伯
玉
、
蓋
伯
玉
知
爲
學
者
也
。
【
僩
】

校

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
巻
四
四
に
は
無
い
。

訓

読

或
る
ひ
と
問
ふ
、
荷
蕢
は
沮
溺
の
徒
に
し
て
、
世
俗
の
人
よ
り
も
賢
な
る
こ
と
遠
し
。
知
ら
ず
蘧
伯
玉
に
比
す
れ
ば
如
何
、

（
１
）

（
２
）

と
。
曰
は
く
、
荷
蕢
の
徒
、
子
産
晏
平
仲
の
輩
よ
り
も
高
く
し
て
、
伯
玉
に
は
及
ば
ず
、
蓋
し
伯
玉
は
爲
學
を
知
る
者

な
り
、
と
。
【
僩
】

（
３
）

（
４
）

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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口
語
訳

あ
る
者
が
質
問
し
た
、
「
蕢
を
荷
う
も
の
は
長
沮
、
桀
溺
の
同
類
で
あ
り
、
俗
人
よ
り
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。
蘧

伯
玉
と
く
ら
べ
た
ら
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
蕢
を
荷
う
も
の
の
類
は
、
春
秋
鄭
の
子
産
や
春
秋
斉
の
晏
平
仲
と
い
っ
た
連
中
よ
り
も
高
邁
だ

が
、
蘧
伯
玉
ほ
ど
で
は
な
い
、
た
ぶ
ん
蘧
伯
玉
は
学
問
を
わ
か
っ
て
い
る
。
」
と
。
【
沈
僩
録
】

注（
１
）
荷
蕢
は
…
と
遠
し
―
「
沮
溺
之
徒
」
は
、
『
論
語
』
微
子
篇
第
六
章
に
見
え
る
長
沮
と
桀
溺
。
［
憲

（

）
・
１
／
四

28

39

四
・
一
一
二
］
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）
。
そ
の
『
集
注
』
に
は
「
二
人
、
隱
者
。
…
憮
然
、
猶
悵
然
、
惜
其
不

喻
己
意
也
。
言
所
當
與
同
群
者
、
斯
人
而
已
、
豈
可
絶
人
逃
世
以
爲
潔
哉
。
天
下
若
已
平
治
、
則
我
無
用
變
易
之
。
正
爲
天

下
無
道
、
故
欲
以
道
易
之
耳
。
○
程
子
曰
、
聖
人
不
敢
有
忘
天
下
之
心
、
故
其
言
如
此
也
。
張
子
曰
、
聖
人
之
仁
、
不
以
無

道
必
天
下
而
棄
之
也
。
」
と
注
し
、
孔
子
が
両
氏
の
高
潔
さ
を
認
め
つ
つ
、
孔
子
の
意
を
汲
み
取
れ
な
い
こ
と
を
惜
し
ん
だ

と
す
る
。
ま
た
圏
外
に
引
く
『
程
子
外
書
』
と
張
載
『
西
蒙
』
の
語
は
本
条
と
内
容
的
に
無
縁
で
は
な
い
。

（
２
）
知
ら
ず
…
ば
如
何
―
「
蘧
伯
玉
」
は
、
前
の
［
憲

（

）
・
３
／
四
四
・
一
一
七
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参

30

42

照
）
。
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（
３
）
荷
蕢
の
…
者
な
り
―
「
高
於
子
産
晏
平
仲
輩
」
は
、
「
子
產
」
は
春
秋
鄭
の
姫
僑
で
あ
り
、
「
晏
平
仲
」
は
、
春
秋
斉
の
晏

嬰
で
あ
る
、
二
者
は
い
ず
れ
も
前
の
［
憲

（

）
・
３
／
四
四
・
一
一
七
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）
。

30

42

（
４
）
僴
―
「
僴
」
は
、
沈
僴
の
こ
と
。
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・

／
四
四
・
一
六
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
三
）
を
参
照
）
。

14

（
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
一
五
］
～
［
憲

（

）
・
４
／
四
四
・
一
一
八
］
条
担
当

渡
邊

賢
）

30

42

30

42

［
憲

（

）
］
上
好
禮
章

（
１
）

31

44

○
子
曰
、
上
好
禮
、
則
民
易
使
也
。
【
好
、
易
、
皆
去
聲
。
謝
氏
曰
、
禮
達
而
分
定
、
故
民
易
使
。
】

校

勘

（
１
）
上
好
禮
章
―
「
上
好
禮
章
」
は
、
楠
本
本
は
「
上
好
禮
則
民
易
使
章
」
に
作
る
。

［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
一
九
］

31

44

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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本

文

禮
達
而
分
定
。
達
、
謂
達
於
下
。
【
廣
】

訓

読

禮
達
し
て
分
定
ま
る
。
達
は
、
下
に
達
す
る
を
謂
ふ
。
【
廣
】

（
１
）

（
２
）

口
語
訳

（
『
集
注
』
当
該
章
に
引
か
れ
る
謝
良
佐
の
語
）
「
礼
が
達
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
が
定
ま
る
」
に
つ
い
て
。
「
達
す
る
」

と
い
う
の
は
、
下
々
に
達
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
【
輔
広
録
】

注（
１
）
禮
達
し
…
定
ま
る
―
「
禮
達
而
分
定
」
は
、
当
該
章
『
集
注
』
に
採
ら
れ
る
謝
良
佐
の
語
。

（
２
）
廣
―
「
廣
」
は
、
輔
広
の
こ
と
、
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・

／
四
四
・
二
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
四
）
を
参
照
）
。

19

［
憲

（

）
］
子
路
問
君
子
章

32

45
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○
子
路
問
君
子
。
子
曰
、
脩
己
以
敬
。
曰
、
如
斯
而
已
乎
。
曰
、
脩
己
以
安
人
。
曰
、
如
斯
而
已
乎
。
曰
、
脩
己
以
安
百
姓
。

脩
己
以
安
百
姓
、
堯
舜
其
猶
病
諸
。
【
脩
己
以
敬
、
夫
子
之
言
至
矣
盡
矣
。
而
子
路
少
之
、
故
再
以
其
充
積
之
盛
、
自
然
及
物
者

告
之
、
無
他
道
也
。
人
者
、
對
己
而
言
。
百
姓
、
則
盡
乎
人
矣
。
堯
舜
猶
病
、
言
不
可
以
有
加
於
此
。
以
抑
子
路
、
使
反
求
諸
近

也
。
蓋
聖
人
之
心
無
窮
、
世
雖
極
治
、
然
豈
能
必
知
四
海
之
内
、
果
無
一
物
不
得
其
所
哉
。
故
堯
舜
猶
以
安
百
姓
爲
病
。
若
曰
吾

治
已
足
、
則
非
所
以
爲
聖
人
矣
。
程
子
曰
、
君
子
脩
己
以
安
百
姓
、
篤
恭
而
天
下
平
。
惟
上
下
一
於
恭
敬
、
則
天
地
自
位
、
萬
物

自
育
、
氣
無
不
和
、
而
四
靈
畢
至
矣
。
此
體
信
達
順
之
道
、
聰
明
睿
知
皆
由
是
出
、
以
此
事
天
饗
帝
。
】

［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
二
〇
］

32

45

本

文

陳
仲
卿
問
修
己
以
敬
。
曰
、
敬
者
、
非
但
是
外
面
恭
敬
而
已
、
須
是
要
裏
面
無
一
毫
不
直
處
方
是
。
所
謂
敬
以
直
内
者
是
也
。

（
１
）

【
時
擧
。
或
錄
詳
、
別
出
。
】

（
２
）

校

勘

（
１
）
曰
―
「
曰
」
は
、
楠
本
本
は
上
に
「
荅
」
が
あ
る
。

（
２
）
或
錄
詳
、
別
出
―
「
或
錄
詳
、
別
出
」
は
、
楠
本
本
に
は
無
い
。

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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訓

読

陳
仲
卿
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以
て
す
」
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
敬
と
は
、
但
だ
に
是
れ
外
面
に
恭
敬
な
る
の
み
に
非
ず
、
裏

（
１
）

（
２
）

面
に
一
毫
の
不
直
の
處
無
き
を
要
す
る
を
須
是
ち
て
方
め
て
是
な
り
。
所
謂
「
敬
以
て
内
を
直
く
す
」
は
是
れ
な
り
、
と
。

ま

ぜ

（
３
）

【
時
擧
。
或
ひ
と
の
錄
は
詳
ら
か
な
り
、
別
出
す
。
】

（
４
）

口
語
訳

陳
仲
卿
が
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以
て
す
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

（
朱
熹
が
）
い
っ
た
、
「
敬
と
い
う
の
は
、
外
側
が
恭
敬
で
あ
る
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
内
面
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
不
直

も
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
『
易
経
』
坤
卦
・
文
言
伝
に
）
い
わ
ゆ
る
「
敬
以
て
内
を
直
く
す
」
は
、
こ
の
こ
と

だ
。
」
と
。
【
潘
時
挙
録
。
あ
る
ひ
と
の
記
録
は
詳
し
い
。
別
出
す
る
。
】

注（
１
）
陳
仲
卿
…
を
問
ふ
―
「
陳
仲
卿
」
は
、
『
門
人
』
第
二
一
一
頁
・
『
年
攷
』
第
二
三
三
頁
を
参
照
。
本
条
を
含
め
、
『
語

類
』
に
は
三
箇
所
そ
の
名
が
見
え
る
。

（
２
）
敬
と
は
…
に
非
ず
―
「
敬
」
は
、
朱
熹
思
想
の
代
表
的
な
修
養
法
。
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・
５
／
四
四
・
七
］
条
に
既
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叢
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出
（
そ
の
注
（
三
）
を
参
照
）
。

（
３
）
所
謂
「
敬
…
な
り
、
と
―
「
敬
以
直
内
」
は
、
『
易
経
』
坤
卦
・
文
言
伝
に
「
君
子
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
、
敬
義
立
而

德
不
孤
。
」
と
あ
る
。

（
４
）
時
擧
―
「
時
擧
」
は
、
潘
時
挙
の
こ
と
、
「
譯
注
（
二
）
」
［
憲
６
（
８
）
・
１
／
四
四
・
三
〇
］
条
に
既
出
（
そ
の
注

（
二
）
を
参
照
）
。

［
憲

（

）
・
２
／
四
四
・
一
二
一
］

32

45

本

文

陳
仲
卿
問
修
己
以
敬
、
修
己
以
安
人
、
修
己
以
安
百
姓
。
曰
、
須
看
敬
以
直
内
氣
象
。
敬
時
内
面
一
齊
直
、
徹
上
徹
下
、
更

（
１
）

無
些
子
私
曲
。
若
不
敬
、
則
内
面
百
般
計
較
、
做
出
來
皆
是
私
心
。
欲
利
甲
、
必
害
乙
。
利
乙
、
必
害
丙
。
如
何
得
安
。

校

勘

（
１
）
敬
以
直
内
―
「
敬
以
直
内
」
は
、
楠
本
本
は
「
敬
以
宜
内
」
に
作
る
。

訓

読『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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陳
仲
卿
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以
て
す
」
「
己
を
修
め
て
以
て
人
を
安
ん
ず
」
「
己
を
修
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
」
を
問

ふ
。
曰
は
く
、
須
ら
く
「
敬
以
て
内
を
直
く
す
」
の
氣
象
を
看
る
べ
し
。
敬
す
れ
ば
内
面
一
齊
に
「
直
く
」
し
て
、
徹
上
徹

（
１
）

（
２
）

下
、
更
に
些
子
の
私
曲
無
し
。
若
し
敬
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
内
面
の
百
般
の
計
較
、
做
し
出
だ
し
來
り
て
皆
な
是
れ
私
心
に
し

て
、
甲
を
利
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
乙
を
害
し
、
乙
を
利
す
れ
ば
、
必
ず
丙
を
害
す
。
如
何
ん
ぞ
安
ん
ず
る
を
得
ん
、
と
。

口
語
訳

陳
仲
卿
が
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以
て
す
」
「
己
を
修
め
て
以
て
人
を
安
ん
ず
」
「
己
を
修
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
」

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

（
朱
熹
が
）
い
っ
た
、
「
（
『
易
経
』
坤
卦
・
文
言
伝
の
）
「
敬
以
て
内
を
直
く
す
」
の
気
象
を
よ
く
見
て
取
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
敬
で
あ
れ
ば
、
内
面
は
い
っ
せ
い
に
「
直
く
」
な
り
、
上
か
ら
下
ま
で
徹
底
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
歪
曲
も
ま
っ
た
く

な
い
の
だ
。
も
し
敬
で
な
か
っ
た
ら
、
内
心
の
あ
れ
こ
れ
の
算
段
も
、
す
べ
て
私
心
に
よ
る
行
い
と
な
り
、
甲
を
利
そ
う
と

す
れ
ば
必
ず
乙
を
害
し
、
乙
を
利
そ
う
と
す
れ
ば
必
ず
丙
を
害
す
る
と
い
っ
た
仕
儀
と
な
る
。
（
人
々
を
）
「
安
ん
ず
」
る
こ

と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
」
と
。

注（
１
）
須
ら
く
…
る
べ
し
―
「
敬
以
直
内
氣
象
」
は
、
「
敬
以
直
内
」
は
、
前
の
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
二
〇
］
条
に
既

32

45
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出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）
。
「
氣
象
」
は
、
雰
囲
気
や
お
も
む
き
、
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・

／
四
四
・
一
三
］
条
に

11

既
出
（
そ
の
注
（
二
）
を
参
照
）
。

（
２
）
敬
す
れ
…
く
」
し
て
―
「
敬
時
」
の
「
時
」
は
、
仮
定
条
件
句
を
作
る
い
わ
ゆ
る
仮
設
助
詞
。
江
藍
生
「
時
間
詞
〝
時
〟

和
〝
後
〟
的
語
法
化
」
（
『
近
代
漢
語
研
究
新
論
（
増
訂
本
）
』
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
）
、
馮
青
『
朱
熹
語
録

文
献
語
言
研
究
』
（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
第
一
三
三
～
一
三
五
頁
を
参
照
。
『
語
類
』
巻
二
九
に
「
山
節
藻
梲
不
是

僭
、
若
是
僭
時
、
孔
子
當
謂
之
不
仁
。
」
と
あ
り
、
巻
一
三
〇
に
「
近
看
博
古
圖
、
更
不
成
文
理
、
更
不
可
理
會
、
也
是
怪
。

ヽ

其
中
説
一
旅
字
、
云
、
王
曰
衆
也
。
這
是
自
古
解
作
衆
、
他
却
要
恁
地
説
時
、
是
説
王
氏
較
香
得
些
子
。
」
な
ど
と
あ
る
。

ヽ

［
憲

（

）
・
３
／
四
四
・
一
二
二
］

32

45

本

文

或
問
、
修
己
如
何
能
安
人
。
曰
、
且
以
一
家
言
之
、
一
人
不
修
己
、
看
一
家
人
安
不
安
。
【
節
】

訓

読

或
ひ
と
問
ふ
、
「
己
を
修
む
」
は
如
何
ん
ぞ
能
く
「
人
を
安
ん
」
ぜ
ん
、
と
。
曰
は
く
、
且
く
一
家
を
以
て
之
れ
を
言
は
ん
。

し
ば
ら

一
人

己
を
修
め
ざ
れ
ば
、
一
家
の
人

安
き
や
安
か
ら
ざ
る
や
を
看
よ
、
と
。
【
節
】

（
１
）

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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口
語
訳

あ
る
人
が
質
問
し
た
、
「
「
己
を
修
む
」
は
、
ど
う
し
て
「
人
を
安
ん
ず
」
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

朱
熹
が
い
っ
た
、
「
さ
し
あ
た
り
家
に
つ
い
て
い
っ
て
み
よ
う
。
「
己
を
修
め
」
な
い
者
が
一
人
い
れ
ば
、
そ
の
家
の

人
々
は
安
ら
か
で
い
ら
れ
る
か
ね
。
」
と
。
【
甘
節
録
】

注（
１
）
節
―
「
節
」
は
、
甘
節
の
こ
と
、
字
は
吉
父
（
甫
）
、
撫
州
臨
川
県
（
江
西
省
）
の
人
。
『
学
案
』
巻
六
九
・
『
資
料
索

引
』
第
四
五
三
頁
・
『
門
人
』
第
七
一
頁
・
『
年
攷
』
第
一
一
二
頁
・
『
書
院
』
第
一
八
一
頁
。

［
憲

（

）
・
４
／
四
四
・
一
二
三
］

32

45

本

文

惟
上
下
一
於
恭
敬
、
這
却
是
上
之
人
有
以
感
發
興
起
之
。
體
信
是
忠
、
達
順
是
恕
。
體
信
是
無
一
毫
之
僞
、
達
順
是
發
而
皆

中
節
、
無
一
物
不
得
其
所
。
聰
明
睿
智
皆
由
此
出
、
這
是
自
誠
而
明
。
【
礪
。
賀
孫
錄
云
、
是
自
誠
而
明
意
思
。
體
信
是
眞
實

（
１
）

（
２
）

無
妄
、
達
順
是
使
萬
物
各
得
其
所
。
集
注
。
】

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
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校

勘

（
１
）
聰
明
睿
智
―
「
聰
明
睿
智
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
は
「
聰
明
睿
知
」
に
作
る
。

（
２
）
是
―
「
是
」
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
は
上
に
「
便
」
が
あ
る
。

訓

読

惟
れ
上
下

恭
敬
に
一
た
り
、
は
、
這
れ
却
つ
て
是
れ
上
の
人

以
て
之
れ
を
感
發
興
起
す
る
有
り
。
信
を
體
す
る
は
是
れ
忠

（
１
）

（
２
）

に
し
て
、
順
を
達
す
る
は
是
れ
恕
な
り
。
信
を
體
す
る
は
是
れ
一
毫
の
僞
り
無
く
、
順
を
達
す
る
は
是
れ
「
發
し
て
皆
な
節

（
３
）

に
中
り
」
て
、
一
物
と
し
て
其
の
所
を
得
ざ
る
無
し
。
聰
明
睿
智

皆
な
此
れ
よ
り
出
づ
と
は
、
這
れ
は
是
れ
「
誠
よ
り
し

（
４
）

（
５
）

て
明
ら
か
」
な
り
。
【
礪
。
賀
孫
錄
に
云
ふ
、
是
れ
「
誠
よ
り
し
て
明
ら
か
」
の
意
思
な
り
。
信
を
體
す
る
は
是
れ
眞
實
無
妄
に

（
６
）

（
７
）

（
８
）

し
て
、
順
を
達
す
る
は
是
れ
萬
物
を
し
て
各
お
の
其
の
所
を
得
し
む
る
な
り
、
と
。
集
注
。
】

（
９
）

口
語
訳

（
『
集
注
』
に
引
く
程
子
語
に
あ
る
）
「
上
か
ら
下
ま
で
み
な
恭
敬
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
上
の
者
が
下
の
人
々
を
奮
い

立
た
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
信
を
体
す
」
と
い
う
の
は
忠
で
あ
り
、
「
順
を
達
す
」
と
い
う
の
は
恕

で
あ
る
。
「
信
を
体
す
」
は
、
少
し
の
偽
り
も
な
い
こ
と
、
「
順
を
達
す
」
は
、
（
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
に
い
う
）
「
発
し
て
皆

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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な
節
に
中
る
」
で
、
一
物
と
し
て
し
か
る
べ
き
位
置
を
得
な
い
も
の
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
聡
明
睿
智
は
す
べ
て
こ
こ

（
恭
敬
）
か
ら
出
て
く
る
」
は
、
「
誠
よ
り
し
て
明
ら
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
【
劉
礪
録
。
葉
賀
孫
録
に
「
こ
れ
は
「
誠

よ
り
し
て
明
ら
か
」
の
意
味
で
あ
る
。
「
物
を
体
す
」
は
真
実
無
妄
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
順
を
達
す
」
は
万
物
に
し
か
る
べ
き

位
置
を
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
以
下
『
集
注
』
に
つ
い
て
。
】

注（
１
）
惟
れ
上
…
一
た
り
―
「
惟
上
下
一
於
恭
敬
」
は
、
『
集
注
』
当
該
章
に
引
か
れ
る
程
子
語
。

（
２
）
這
れ
却
…
る
有
り
―
「
感
發
」
は
、
他
者
か
ら
の
刺
激
に
接
し
、
そ
れ
に
感
応
す
る
。
中
純
夫
編
『
『
朱
子
語
類
』
訳
注

巻
十
六
下

巻
十
七
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
第
一
二
〇
頁
を
参
照
。
『
論
語
集
注
』
陽
貨
篇
第
三
章
「
子
曰
、
小
子

何
莫
學
夫
詩
。
詩
可
以
興
。
」
朱
熹
注
に
「
感
發
志
意
。
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
二
三
に
「
或
問
思
無
邪
。
曰
、
此
詩
之
立

敎
如
此
、
可
以
感
發
人
之
善
心
、
可
以
懲
創
人
之
逸
志
。
」
と
あ
る
。

（
３
）
信
を
體
…
恕
な
り
―
「
體
信
是
忠
、
達
順
是
恕
」
は
、
「
體
信
」
「
達
順
」
は
、
『
集
注
』
当
該
章
に
引
か
れ
る
程
子
語
に

用
い
ら
れ
る
語
。
そ
れ
ぞ
れ
『
礼
記
』
礼
運
篇
に
「
先
王
能
修
禮
以
達
義
、
體
信
以
達
順
、
故
此
順
之
實
也
。
」
と
あ
る
の

に
も
と
づ
く
。
「
忠
」
「
恕
」
は
、
『
論
語
』
里
仁
篇
第
一
五
章
に
「
子
曰
、
參
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
曰
、
唯
。
子
出
。

門
人
問
曰
、
何
謂
也
。
曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。
」
と
あ
り
、
そ
の
朱
熹
注
に
「
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂

恕
。
」
と
定
義
さ
れ
る
が
、
「
夫
子
之
一
理
渾
然
而
泛
應
曲
當
、
譬
則
天
地
之
至
誠
無
息
、
而
萬
物
各
得
其
所
也
。
自
此
之
外
、

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
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想
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固
無
餘
法
、
而
亦
無
待
於
推
矣
。
曾
子
有
見
於
此
而
難
言
之
、
故
借
學
者
盡
己
推
己
之
目
以
著
明
之
、
欲
人
之
易
曉
也
。
蓋

至
誠
無
息
者
、
道
之
體
也
、
萬
殊
之
所
以
一
本
也
。
萬
物
各
得
其
所
者
、
道
之
用
也
、
一
本
之
所
以
萬
殊
也
。
」
と
あ
り
、

「
忠
恕
」
は
「
夫
子
之
一
理
渾
然
而
泛
應
曲
當
」
と
い
う
事
態
を
学
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
の
方
便
と
さ
れ
る
。

そ
こ
か
ら
「
忠
」
に
は
体
・
誠
・
「
主
於
内
」
・
「
本
根
」
、
「
恕
」
に
は
用
・
仁
・
「
見
於
外
」
・
「
枝
葉
」
な
ど
の
意
味
が
付
与

さ
れ
る
（
『
語
類
』
巻
二
七
を
参
照
）
。

（
４
）
順
を
達
…
中
り
」
て
―
「
發
而
皆
中
節
」
は
、
『
中
庸
』
第
一
章
に
「
喜
怒
哀
樂
之
未
發
、
謂
之
中
。
發
而
皆
中
節
、
謂

之
和
。
」
と
あ
り
、
朱
熹
は
「
喜
怒
哀
樂
、
情
也
。
其
未
發
、
則
性
也
、
無
所
偏
倚
、
故
謂
之
中
。
發
皆
中
節
、
情
之
正
也
、

無
所
乖
戾
、
故
謂
之
和
。
」
と
注
す
る
。

（
５
）
聰
明
睿
…
づ
と
は
―
「
聰
明
睿
智
皆
由
此
出
」
は
、
『
集
注
』
当
該
章
に
引
か
れ
る
程
子
語
。
「
聰
明
睿
智
」
は
、
『
易

経
』
繫
辞
上
伝
に
「
古
之
聰
明
叡
知
、
神
武
而
不
殺
者
夫
。
」
と
あ
り
、
『
中
庸
』
第
三
一
章
に
「
唯
天
下
至
聖
、
爲
能
聰
明

睿
知
、
足
以
有
臨
也
。
」
と
あ
る
。

（
６
）
這
れ
は
…
か
」
な
り
―
「
自
誠
而
明
」
は
、
『
中
庸
』
第
二
一
章
に
「
自
誠
明
、
謂
之
性
。
自
明
誠
、
謂
之
敎
。
誠
則
明

矣
、
明
則
誠
矣
。
」
と
あ
り
、
朱
熹
は
「
自
、
由
也
。
德
無
不
實
而
明
無
不
照
者
、
聖
人
之
德
。
所
性
而
有
者
也
、
天
道
也
。

先
明
乎
善
、
而
後
能
實
其
善
者
、
賢
人
之
學
。
由
敎
而
入
者
也
、
人
道
也
。
誠
則
無
不
明
矣
、
明
則
可
以
至
於
誠
矣
。
」
と

注
す
る
。

（
７
）
礪
―
「
礪
」
は
、
劉
礪
、
字
は
用
之
、
福
州
長
楽
県
（
福
建
省
）
の
人
。
『
学
案
』
巻
六
九
・
『
資
料
索
引
』
第
三
九
一
三

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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頁
・
『
門
人
』
第
三
一
八
頁
・
『
年
攷
』
第
一
七
一
頁
・
『
書
院
』
第
二
〇
五
頁
。

（
８
）
賀
孫
錄
―
「
賀
孫
」
は
、
葉
賀
孫
の
こ
と
、
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・
９
／
四
四
・
一
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
一

〇
）
を
参
照
）
。
な
お
楠
本
本
巻
四
四
に
は
葉
賀
孫
録
が
採
ら
れ
、
「
體
信
是
忠
、
達
順
是
恕
。
體
信
是
無
一
毫
之
僞
、
達
順

是
發
而
皆
中
節
、
無
一
物
不
得
其
所
。
聰
明
睿
智
皆
由
是
出
、
是
自
誠
而
明
意
思
。
體
信
是
眞
實
無
妄
、
達
順
是
使
萬
物
各

得
其
所
。
【
賀
孫
】
」
と
あ
り
、
本
条
と
は
文
字
遣
い
も
や
や
異
な
る
。

（
９
）
信
を
體
…
に
し
て
―
「
眞
實
無
妄
」
は
、
『
中
庸
』
第
一
六
章
に
「
夫
微
之
顯
、
誠
之
不
可
揜
如
此
夫
。
」
と
あ
り
、
そ
の

朱
熹
注
に
「
誠
者
、
眞
實
無
妄
之
謂
。
陰
陽
合
散
、
無
非
實
者
。
故
其
發
見
之
不
可
揜
如
此
。
」
と
あ
り
、
同
第
二
〇
章
に

「
誠
者
、
天
之
道
也
。
誠
之
者
、
人
之
道
也
。
誠
者
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
從
容
中
道
、
聖
人
也
。
誠
之
者
、
擇
善
而
固

執
之
者
也
。
」
と
あ
り
、
そ
の
朱
熹
注
に
「
誠
者
、
眞
實
無
妄
之
謂
、
天
理
之
本
然
也
。
誠
之
者
、
未
能
眞
實
無
妄
、
而
欲

其
真
實
無
妄
之
謂
、
人
事
之
當
然
也
。
」
と
あ
り
、
「
誠
」
を
説
明
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

［
憲

（

）
・
５
／
四
四
・
一
二
四
］

（
１
）

32

45

本

文

因
問
上
下
一
於
恭
敬
【
上
之
人
、
下
之
人
也
。
同
寅
協
恭
出
】
。
聖
人
之
敬
熏
天
炙
地
、
不
是
獨
修
於
九
重
、
而
天
下
之
人
侮

慢
自
若
也
。
如
漢
廣
之
化
可
見
。
【
方
】

（
２
）

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第
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校

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
巻
四
四
に
は
無
い
。

（
２
）
漢
廣
―
「
漢
廣
」
は
、
和
刻
本
は
「
漢
唐
」
に
作
る
。

訓

読

上
下

恭
敬
に
一
た
り
、
を
問
ふ
に
因
る
【
上
の
人
、
下
の
人
な
り
。
同
に
寅
み
協
に
恭
し
く
す
】
。
聖
人
の
敬
は
天
を
熏
し

（
１
）

と
も

つ
つ
し

と
も

（
２
）

地
を
炙
し
て
、
是
れ
獨
り
九
重
に
修
め
て
、
天
下
の
人

侮
慢
た
る
こ
と
自
若
た
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
漢
廣
の
化
の
如
き

（
３
）

（
４
）

（
５
）

は
見
る
べ
し
。
【
方
】

（
６
）

（
７
）

口
語
訳

「
上
か
ら
下
ま
で
み
な
恭
敬
で
あ
る
」
【
（
こ
こ
に
い
う
「
上
」
「
下
」
は
）
上
の
人
、
下
の
人
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
『
書

経
』
皋
陶
謨
に
い
う
）
「
同
に
寅
み
協
に
恭
し
く
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
】
に
つ
い
て
の
質
問
に
ち
な
ん
で
の
言
葉
。
「
聖

人
の
敬
は
天
地
す
べ
て
を
薫
陶
す
る
の
で
あ
っ
て
、
自
身
は
王
宮
の
奥
深
く
で
ひ
と
り
身
を
修
め
、
天
下
の
人
々
は
驕
慢
な

ま
ま
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
『
詩
経
』
周
南
の
漢
広
に
窺
え
る
文
王
の
感
化
を
見
れ
ば
分
か
る
だ
ろ
う
。
」

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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【
楊
方
録
】

注（
１
）
上
下

恭
…
一
た
り
―
「
惟
上
下
一
於
恭
敬
」
は
、
『
集
注
』
当
該
章
に
引
か
れ
る
程
子
語
。

（
２
）
同
に
寅
…
し
く
す
―
「
同
寅
協
恭
出
」
の
「
出
」
は
、
底
本
に
「
「
出
」
、
各
本
同
、
似
有
誤
。
」
と
注
記
さ
れ
る
の
に
従

い
、
「
訓
読
」
と
「
口
語
訳
」
に
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。
「
同
寅
協
恭
」
は
、
『
書
経
』
虞
書
・
皋
陶
謨
に
「
天
秩
有
禮
、

自
我
五
禮
有
庸
哉
。
同
寅
協
恭
、
和
衷
哉
。
」
と
あ
り
、
『
儀
礼
経
伝
通
解
』
巻
九
に
「
寅
、
敬
。
協
、
合
。
衷
、
中
也
。
言

厚
典
庸
禮
、
皆
天
之
所
爲
、
君
臣
代
天
行
事
、
當
同
敬
合
恭
、
而
和
順
於
中
道
也
。
」
と
注
さ
れ
、
『
朱
子
語
類
』
巻
七
八
に

「
同
寅
協
恭
、
是
上
下
一
於
敬
。
」
と
説
明
さ
れ
る
。

（
３
）
聖
人
の
…
炙
し
て
―
「
熏
天
炙
地
」
は
、
「
熏
（
薫
）
炙
天
地
」
の
意
、
天
下
を
あ
ま
ね
く
感
化
す
る
、
広
く
影
響
を
与

え
る
。
悪
い
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
陳
亮
『
龍
川
集
』
巻
一
九
「
與
王
丞
相
【
淮
】
」
に
「
亮
獨
有
所
甚
憂
者
、

秦
丞
相
主
和
、
薫
炙
天
地
、
身
享
不
過
十
五
年
、
又
六
年
而
和
敗
、
通
止
二
十
一
年
耳
。
」
と
あ
る
。

（
４
）
是
れ
獨
…
修
め
て
―
「
九
重
」
は
、
天
子
の
宮
殿
の
こ
と
。
『
楚
辞
』
九
辯
に
「
豈
不
鬱
陶
而
思
君
兮
、
君
之
門
以
九

重
」
と
あ
り
、
朱
熹
『
楚
辞
集
注
』
巻
六
は
「
書
云
、
鬱
陶
乎
予
心
。
雖
思
見
君
、
而
君
門
深
邃
、
不
可
至
也
。
天
子
有
九

門
、
謂
關
門
、
遠
郊
門
、
近
郊
門
、
城
門
、
皐
門
、
庫
門
、
雉
門
、
應
門
、
路
門
也
。
」
と
注
す
る
。

（
５
）
天
下
の
…
る
な
り
―
「
侮
慢
」
は
、
人
を
軽
ん
じ
、
傲
慢
で
あ
る
こ
と
。
『
書
経
』
虞
書
・
大
禹
謨
に
「
蠢
茲
有
苗
、
昬
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迷
不
恭
、
侮
慢
自
賢
、
反
道
敗
德
。
」
と
あ
る
。

（
６
）
漢
廣
の
…
る
べ
し
―
「
漢
廣
」
は
、
『
詩
経
』
周
南
・
漢
広
の
こ
と
。
『
詩
集
伝
』
巻
一
当
該
詩
の
朱
熹
注
に
「
江
漢
之
俗
、

其
女
好
游
。
…
…
文
王
之
化
自
近
而
遠
、
先
及
於
江
漢
之
閒
而
有
以
變
其
淫
亂
之
俗
、
故
其
出
游
之
女
人
望
見
之
而
知
其
端

莊
靜
一
、
非
復
前
日
之
可
求
矣
。
」
と
あ
り
、
朱
熹
は
当
該
篇
を
、
漢
水
や
揚
子
江
流
域
の
女
人
は
「
游
を
好
み
」
、
「
淫
亂

の
俗
」
が
あ
っ
た
が
、
文
王
の
感
化
に
よ
っ
て
「
端
莊
靜
一
」
と
な
り
、
「
復
た
前
日
の
求
む
べ
き
に
非
ず
」
と
い
う
状
況

に
変
じ
た
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
と
解
す
る
。

（
７
）
方
―
「
方
」
は
、
楊
方
、
字
は
子
直
、
長
汀
県
（
福
建
省
）
の
人
。
『
学
案
』
巻
六
九
・
『
資
料
索
引
』
第
三
〇
九
八
頁
・

『
門
人
』
第
二
六
七
頁
・
『
年
攷
』
第
一
一
七
頁
・
『
書
院
』
第
五
一
頁
。

［
憲

（

）
・
６
／
四
四
・
一
二
五
］

（
１
）

32

45

本

文

問
體
信
達
順
。
曰
、
體
信
、
是
實
體
此
道
於
身
。
達
順
、
是
發
而
中
節
、
推
之
天
下
而
無
所
不
通
也
。
【
燾
】

校

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
巻
四
四
に
は
無
い
。

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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訓

読

信
を
體
し
順
を
達
す
、
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
信
を
體
す
る
は
、
是
れ
實
に
此
の
道
を
身
に
體
す
る
な
り
。
順
を
達
す
る
は
、

（
１
）

是
れ
「
發
し
て
節
に
中
り
」
、
之
れ
を
天
下
に
推
し
て
通
ぜ
ざ
る
所
無
き
な
り
、
と
。
【
燾
】

（
２
）

（
３
）

口
語
訳

「
信
を
体
し
順
を
達
す
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

（
朱
熹
が
）
い
っ
た
、
「
「
信
を
体
す
」
は
、
本
当
に
こ
の
道
を
自
身
に
体
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
「
順
を
達
す
」
は
、

（
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
に
い
う
）
「
発
し
て
節
に
中
り
」
、
天
下
に
推
し
及
ぼ
し
て
ど
こ
ま
で
も
通
じ
さ
せ
る
こ
と
だ
。
」
と
。

【
呂
燾
録
】

注（
１
）
信
を
體
…
を
達
す
―
「
體
信
達
順
」
は
、
［
憲

（

）
・
４
／
四
四
・
一
二
三
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）
。

32

45

（
２
）
是
れ
「
發
…
に
中
り
」
―
「
發
而
中
節
」
は
、
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
の
語
。
［
憲

（

）
・
４
／
四
四
・
一
二
三
］
条

32

45

に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）
。

（
３
）
燾
―
「
燾
」
は
、
呂
燾
の
こ
と
、
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・
６
／
四
四
・
八
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
二
）
を
参
照
）
。
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［
憲

（

）
・
７
／
四
四
・
一
二
六
］

32

45

本

文

問
、
體
信
是
體
其
理
之
實
、
達
順
是
行
其
理
之
宜
否
。
曰
、
如
忠
恕
二
字
之
義
。
【
廣
】

（
１
）

校

勘

（
１
）
體
信
―
「
體
信
」
は
、
楠
本
本
は
、
上
に
「
體
信
達
順
」
が
あ
る
。

訓

読

問
ふ
、
信
を
體
す
る
は
是
れ
其
の
理
の
實
を
體
し
、
順
を
達
す
る
は
是
れ
其
の
理
の
宜
し
き
を
行
ふ
や
否
や
、
と
。
曰
は
く
、

（
１
）

忠
恕
の
二
字
の
義
の
如
し
、
と
。
【
廣
】

（
２
）

（
３
）

口
語
訳

質
問
し
た
、
「
「
信
を
体
す
」
は
そ
の
理
の
確
か
さ
を
身
体
化
し
、
「
順
を
達
す
」
は
そ
の
理
の
適
切
さ
を
実
践
す
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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（
朱
熹
が
）
い
っ
た
、
「
「
忠
」
「
恕
」
の
二
つ
の
言
葉
の
意
だ
。
」
と
。
【
輔
広
録
】

注（
１
）
信
を
體
…
否
や
、
と
―
「
體
信
」
「
達
順
」
は
［
憲

（

）
・
４
／
四
四
・
一
二
三
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参

32

45

照
）
。

（
２
）
忠
恕
の
…
如
し
、
と
―
「
忠
恕
」
は
、
［
憲

（

）
・
４
／
四
四
・
一
二
三
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）
。

32

45

（
３
）
廣
―
「
廣
」
は
、
輔
広
の
こ
と
、
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・

／
四
四
・
二
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
四
）
を
参
照
）
。

19

［
憲

（

）
・
８
／
四
四
・
一
二
七
］

（
１
）

32

45

本

文

問
體
信
達
順
。
曰
、
信
、
只
是
實
理
。
順
、
只
是
和
氣
。
體
信
是
致
中
底
意
思
、
達
順
是
致
和
底
意
思
。
【
燾
錄
云
、
體
信

達
順
、
如
致
中
和
之
謂
。
】
此
是
禮
記
中
語
言
、
能
恭
敬
則
能
體
信
達
順
。
聰
明
睿
智
由
此
出
者
、
言
能
恭
敬
、
自
然
心
便
開

明
。
【
銖
】

校

勘 論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
32
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（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
巻
四
四
に
は
無
い
。

訓

読

信
を
體
し
順
を
達
す
、
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
信
は
、
只
だ
是
れ
實
理
な
る
の
み
。
順
は
、
只
だ
是
れ
和
氣
な
る
の
み
。
信
を

（
１
）

（
２
）

（
３
）

體
す
る
は
是
れ
中
を
致
す
の
意
思
な
り
、
順
を
達
す
る
は
是
れ
和
を
致
す
の
意
思
な
り
。
【
燾
錄
に
云
ふ
、
信
を
體
し
順
を
達

（
４
）

（
５
）

す
は
、
「
中
和
を
致
す
」
の
謂
ひ
の
如
し
、
と
。
】
此
れ
は
是
れ
禮
記
中
の
語
言
に
し
て
、
能
く
恭
敬
た
れ
ば
則
ち
能
く
信
を

體
し
順
を
達
す
る
な
り
。
聰
明
睿
智
は
此
れ
よ
り
出
づ
と
は
、
能
く
恭
敬
た
れ
ば
、
自
然
に
心
便
ち
開
明
た
る
を
言
ふ
、
と
。

【
銖
】

（
６
）

口
語
訳

「
信
を
体
し
、
順
を
達
す
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

（
朱
熹
が
）
い
っ
た
、
「
「
信
」
と
は
、
実
理
に
他
な
ら
な
い
。
「
順
」
と
は
、
和
気
に
他
な
ら
な
い
。
「
信
を
体
す
」
は

（
『
中
庸
』
第
一
章
の
）
「
中
を
致
す
」
と
い
う
意
味
で
、
「
順
を
達
す
」
は
（
『
中
庸
』
同
章
の
）
「
和
を
致
す
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
【
呂
燾
録
に
は
「
「
信
を
体
し
、
順
を
達
す
」
は
、
「
中
和
を
致
す
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
】
こ
れ

は
『
礼
記
』
の
言
葉
で
、
恭
敬
で
あ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
信
を
体
し
、
順
を
達
す
」
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
「
聡
明
睿
智
は
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
」
と
い
う
の
は
、
恭
敬
で
あ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
然
と
心
は
明
ら
か
に
な
る

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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と
い
う
こ
と
だ
。
」
【
董
銖
録
】

注（
１
）
信
を
體
…
を
達
す
―
「
體
信
達
順
」
は
［
憲

（

）
・
４
／
四
四
・
一
二
三
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）
。

32

45

（
２
）
信
は
、
只
…
る
の
み
―
「
實
理
」
は
、
個
別
の
物
事
や
道
理
を
成
り
立
た
せ
、
そ
の
存
在
の
確
か
さ
を
支
え
る
理
。
道
理

の
実
現
を
保
証
す
る
機
能
が
あ
る
た
め
、
人
に
対
し
、
そ
の
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
要
請
を
伴
う
こ
と
が
あ

る
。
土
田
健
次
郎
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
第
一
〇
八
頁
を
参
照
。
「
性
」
「
誠
」
「
忠
」
「
信
」

「
忠
信
」
な
ど
を
説
明
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
『
語
類
』
巻
五
に
「
性
是
實
理
、
仁
義
禮
智
皆
具
。
」
と
あ

り
、
巻
六
〇
に
「
曰
、
孔
孟
見
實
理
、
把
作
合
做
底
看
。
他
不
見
實
理
、
把
做
無
故
不
肯
爲
。
」
と
あ
り
、
巻
六
四
に
「
程

子
云
、
皆
實
理
也
。
又
云
、
實
理
者
、
合
當
決
定
是
如
此
。
爲
子
必
孝
、
爲
臣
必
忠
、
決
定
是
如
此
了
。
」
な
ど
と
あ
る
。

（
３
）
順
は
、
只
…
る
の
み
―
「
和
氣
」
は
、
な
ご
や
か
な
気
、
穏
や
か
な
気
分
。
春
の
季
節
感
を
伴
う
。
『
朱
子
絶
句
全
譯

注
』
第
二
冊
（
宋
元
文
學
研
究
會
編
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）
第
三
三
三
頁
を
参
照
。
人
と
天
地
と
の
双
方
に
対
し
て

用
い
ら
れ
る
。
『
論
語
』
為
政
篇
第
八
章
に
「
子
夏
問
孝
子
。
曰
、
色
難
。
有
事
、
弟
子
服
其
勞
、
有
酒
食
、
先
生
饌
。
曾

是
以
爲
孝
乎
。
」
と
あ
り
、
そ
の
朱
熹
注
に
「
蓋
孝
子
之
有
深
愛
者
、
必
有
和
氣
。
有
和
氣
者
、
必
有
愉
色
。
有
愉
色
者
、

必
有
婉
容
。
故
事
親
之
際
、
惟
色
爲
難
耳
。
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
一
七
に
「
且
看
春
閒
天
地
發
生
、
藹
然
和
氣
、
如
草
木

萌
芽
、
初
閒
僅
一
針
許
、
少
閒
漸
漸
生
長
、
以
至
枝
葉
花
實
、
變
化
萬
狀
、
便
可
見
他
生
生
之
意
。
」
な
ど
と
あ
る
。
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（
４
）
信
を
體
…
思
な
り
―
「
致
中
」
「
致
和
」
は
、
『
中
庸
』
第
一
章
に
「
致
中
和
、
天
地
位
焉
、
萬
物
育
焉
。
」
と
あ
り
、
朱

熹
は
「
致
、
推
而
極
之
也
。
位
者
、
安
其
所
也
。
育
者
、
遂
其
生
也
。
自
戒
懼
而
約
之
、
以
至
於
至
靜
之
中
、
無
少
偏
倚
、

而
其
守
不
失
、
則
極
其
中
而
天
地
位
矣
。
自
謹
獨
而
精
之
、
以
至
於
應
物
之
處
、
無
少
差
謬
、
而
無
適
不
然
、
則
極
其
和
而

萬
物
育
矣
。
」
と
注
す
る
。

（
５
）
燾
錄
に
云
ふ
―
「
燾
」
は
、
呂
燾
の
こ
と
、
「
譯
注
（
一
）
」
［
憲
２
・
６
／
四
四
・
八
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
二
）
を

参
照
）
。

（
６
）
銖
―
「
銖
」
は
、
董
銖
の
こ
と
、
「
訳
注
（
四
）
」[

憲

(
)

・
２
／
四
四
・
七
六]

条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参

22

33

照
）
。

（
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
一
九
］
～
［
憲

（

）
・
８
／
四
四
・
一
二
七
］
条

31

44

32

45

担
当

原

信
太
郎

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
）

【
憲

（

）
・
９
／
四
四
・
一
二
八
】

32

45

本

文

問
、
如
何
是
體
信
達
順
。
曰
、
體
信
只
盡
這
至
誠
道
理
、
順
即
自
此
發
出
、
所
謂
和
者
、
天
下
之
達
道
。
體
信
達
順
即
是

（
１
）

主
忠
行
恕
。
問
、
聰
明
睿
智
皆
由
是
出
、
是
由
恭
敬
出
否
。
曰
、
是
心
常
恭
敬
、
則
常
光
明
。
先
生
又
贊
言
、
修
己
以
敬

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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一
句
、
須
是
如
此
。
這
處
差
、
便
見
顛
倒
錯
亂
。
詩
稱
成
湯
聖
敬
日
躋
。
聖
人
所
以
爲
聖
人
、
皆
由
這
處
來
。
這
處
做
得

工
夫
、
直
是
有
功
。
【
㝢
。
道
夫
錄
略
。
】

（
２
）

校

勘

（
１
）
如
―
「
如
」
は
、
楠
本
本
は
上
に
「
㝢
問
子
路
問
君
子
。
伊
川
説
、
此
體
信
達
順
之
道
、
聰
明
睿
智
皆
由
是
出
」
が
あ
る
。

（
２
）
道
夫
錄
略
―
「
道
夫
」
は
、
朝
鮮
整
版
本
・
和
刻
本
・
正
中
書
局
本
は
上
に
圏
点
「
○
」
が
有
る
。
「
道
夫
錄
略
」
は
、

楠
本
本
に
は
無
い
。

訓

読

問
ふ
、
如
何
ぞ
是
れ
信
を
體
し
て
順
を
達
す
、
と
。
曰
は
く
、
信
を
體
す
、
と
は
只
だ
這
の
至
誠
の
道
理
を
盡
す
の
み
、

（
１
）

順
は
即
ち
此
れ
よ
り
發
出
す
、
所
謂
「
和
な
る
者
は
、
天
下
の
達
道
」
な
り
。
信
を
體
し
て
順
を
達
す
る
は
即
是
ち
忠
を

（
２
）

主
と
し
恕
を
行
ふ
な
り
、
と
。
問
ふ
、
聰
明
睿
智

皆
な
是
れ
に
由
り
て
出
づ
と
は
、
是
れ
恭
敬
に
由
り
て
出
づ
る
や
否
や
、

と
。
曰
は
く
、
是
れ
心

常
に
恭
敬
な
れ
ば
、
則
ち
常
に
光
明
な
り
と
。
先
生
又
贊
け
て
言
ふ
、
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以

た
す

て
す
」
の
一
句
は
、
須
是
ら
く
此
く
の
如
し
。
這
處
に
差
へ
ば
、
便
ち
顛
倒
錯
亂
す
る
を
見
る
。
詩
に
成
湯
を
「
聖
敬
日

す

べ

か

こ

こ

に
躋
る
」
と
稱
ふ
。
聖
人
の
聖
人
爲
る
所
以
は
、
皆
な
這
處
に
由
り
て
來
る
。
這
處
に
工
夫
を
做
し
得
れ
ば
、
直
是
だ
功

（
３
）

た

有
り
、
と
。
【
㝢
。
道
夫
錄
は
略
た
り
。
】

（
４
）

（
５
）

（
６
）
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口
語
訳

質
問
し
た
、
「
（
程
頤
の
言
う
）
「
信
を
体
し
て
順
を
達
す
（
道
を
体
得
し
、
そ
れ
を
発
揮
し
て
は
節
度
が
あ
っ
て
い
つ
ど
こ

で
も
適
応
す
る
）
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
「
信
を
体
す
」
と
は
ひ
た
す
ら
こ
の
至
誠
の
道
理
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
り
、
「
順
（
を
達
す
）
」
と

は
つ
ま
り
こ
こ
（
至
誠
の
道
理
）
か
ら
発
す
る
こ
と
、
（
『
中
庸
』
首
章
に
）
い
わ
ゆ
る
「
和
な
る
者
は
、
天
下
の
達
道
」
と

い
う
こ
と
だ
。
「
信
を
体
し
て
順
を
達
す
」
と
は
つ
ま
り
「
忠
」
を
主
と
し
て
「
恕
」
を
実
践
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
」
と
。

質
問
し
た
、
「
（
や
は
り
程
頤
の
）
「
聡
明
睿
智
は
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
」
と
は
、
恭
敬
（
う
や
う
や
し
く
つ
つ
し
む
心
）
か

ら
発
揮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
心
が
常
に
恭
敬
で
あ
れ
ば
、
常
に
明
る
く
輝
く
」
と
。

先
生
は
さ
ら
に
そ
れ
を
補
足
し
て
言
っ
た
、
「
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以
て
す
」
の
一
句
は
、
き
っ
と
そ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
（
敬
）
を
誤
解
し
て
し
ま
う
と
、
（
行
い
が
）
本
末
顛
倒
に
な
り
混
乱
す
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
『
詩

経
』
（
商
頌
・
長
発
）
に
、
殷
の
湯
王
を
「
聖
敬
日
に
躋
る
」
と
讃
え
て
い
る
。
聖
人
の
聖
人
た
る
ゆ
え
ん
は
、
す
べ
て
こ

こ
に
由
来
す
る
の
だ
。
こ
こ
で
工
夫
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
効
験
が
現
れ
る
。
」
と
。
【
徐
㝢
録
。
楊
道
夫
の
記
録
は
簡
略
で

あ
る
。
】

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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注（
１
）
如
何
ぞ
…
達
す
、
と
―
「
如
何
是
體
信
達
順
」
は
、
『
礼
記
』
礼
運
篇
「
先
王
能
脩
禮
以
達
義
、
體
信
以
達
順
、
故
此
順

之
實
也
。
」
を
典
拠
と
す
る
。
本
引
用
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
六
に
、
「
孔
子
言
仁
、
只
説
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大

祭
。
看
其
氣
象
、
便
須
心
廣
體
胖
、
動
容
周
旋
中
禮
、
自
然
【
一
無
自
然
字
】
。
惟
愼
獨
便
是
守
之
之
法
。
聖
人
修
己
以
敬
、

以
安
百
姓
、
篤
恭
而
天
下
平
。
惟
上
下
一
於
恭
敬
、
則
天
地
自
位
、
萬
物
自
育
、
氣
無
不
和
、
四
靈
何
有
不
至
。
此
體
信
達

順
之
道
、
聰
明
睿
智
皆
由
是
出
。
以
此
事
天
饗
帝
、
故
中
庸
言
鬼
神
之
德
盛
、
而
終
之
以
微
之
顯
、
誠
之
不
可
掩
如
此
。

【
一
本
、
聖
人
修
己
以
下
別
爲
一
章
。
】
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
二
程
の
い
ず
れ
の
語
で
あ
る
か
は
不
明
。

（
２
）
所
謂
「
和
…
道
」
な
り
―
「
和
者
天
下
之
達
道
」
は
、
『
中
庸
』
首
章
に
、
「
喜
怒
哀
樂
之
未
發
、
謂
之
中
。
發
而
皆
中
節
、

謂
之
和
。
中
也
者
、
天
下
之
大
本
也
。
和
也
者
、
天
下
之
達
道
也
。
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
朱
熹
『
章
句
』
に
は
、
「
大
本

者
、
天
命
之
性
、
天
下
之
理
皆
由
此
出
、
道
之
體
也
。
達
道
者
、
循
性
之
謂
、
天
下
古
今
所
共
由
、
道
之
用
也
。
」
と
あ
る
。

（
３
）
聖
敬
日
に
躋
る
―
「
聖
敬
日
躋
」
は
、
『
詩
経
』
商
頌
・
長
発
に
、
「
帝
命
不
違
、
至
于
湯
齊
。
湯
降
不
遲
、
聖
敬
日
躋
。

昭
假
遲
遲
、
上
帝
是
祗
、
帝
命
式
于
九
圍
。
」
と
あ
る
を
踏
ま
え
る
。

（
４
）
直
是
だ
功
有
り
―
「
直
是
」
は
、
以
下
の
句
を
強
め
る
語
で
、
ま
こ
と
に
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
の
意
。
三
浦
國
雄
『
「
朱

子
語
類
」
抄
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）
の
第
四
三
頁
を
参
照
。

（
５
）
㝢
―
「
㝢
」
は
、
徐
㝢
。
「
譯
注
（
二
）
」
［
憲
４
（
６
）
・
３
／
四
四
・
二
六
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
七
）
を
参
照
）
。
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（
６
）
道
夫
―
「
道
夫
」
は
、
楊
道
夫
。
「
訳
注
（
五
）
」
［
憲

（

）
・
７
／
四
四
・
九
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参

26

37

照
）
。

【
憲

（

）
・

／
四
四
・
一
二
九
】

32

45

10

本

文

亞
夫
問
、
程
先
生
説
修
己
以
敬
、
因
及
聰
明
睿
知
皆
由
此
出
、
不
知
如
何
。
曰
、
且
看
、
敬
則
如
何
不
會
聰
明
。
敬
則
自

是
聰
明
。
人
之
所
以
不
聰
不
明
、
止
緣
身
心
惰
慢
、
便
昏
塞
了
。
敬
則
虛
靜
、
自
然
通
達
。
賀
孫
因
問
、
周
子
云
靜
虛
則

明
、
明
則
通
。
是
此
意
否
。
曰
、
意
亦
相
似
。
【
賀
孫
】

訓

読

亞
夫
問
ふ
、
程
先
生
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以
て
す
」
を
説
く
に
、
因
り
て
聰
明
睿
知

皆
な
此
れ
に
由
り
て
出
づ
、
に
及

（
１
）

ぶ
は
、
知
ら
ず

如
何
な
ら
ん
。
と
。
曰
は
く
、
且
く
看
よ
、
敬
な
れ
ば
則
ち
如
何
ぞ
聰
明
な
る
會
か
ら
ざ
ら
ん
。
敬
な
れ

べ

ば
則
ち
自
ら
是
れ
聰
明
な
り
。
人
の
聰
な
ら
ず
明
な
ら
ざ
る
所
以
は
、
止
だ
身
心
惰
慢
に
し
て
、
便
ち
昏
塞
し
了
は
る
に

縁
る
。
敬
な
れ
ば
則
ち
虛
靜
に
し
て
、
自
然
に
通
達
す
、
と
。
賀
孫
因
り
て
問
ふ
、
周
子

靜
虛
な
れ
ば
則
ち
明
、
明
な
れ

ば
則
ち
通
ず
と
云
ふ
は
、
是
れ
此
の
意
な
る
や
否
や
、
と
。
曰
は
く
、
意
も
亦
た
相
似
た
り
、
と
。
【
賀
孫
】

（
２
）

（
３
）

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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口
語
訳

㬊
亜
夫
が
質
問
し
た
、
「
程
（
頤
）
先
生
が
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以
て
す
」
を
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
聡
明
叡
智
は

み
な
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
」
と
言
及
し
た
の
は
、
ど
う
し
て
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
考
え
て
み
よ
、
敬
で
あ
れ
ば
何
故
聡
明
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
敬
で
あ
れ
ば
自
然
と
聡
明

に
な
る
。
人
が
聡
（
も
の
を
よ
く
聞
き
分
け
ら
れ
る
こ
と
）
で
な
く
明
（
も
の
を
よ
く
見
分
け
ら
れ
る
こ
と
）
で
な
い
理
由
は
、

身
心
が
怠
惰
に
な
り
、
晦
ま
さ
れ
塞
が
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
敬
で
あ
れ
ば
虚
静
で
あ
っ
て
、
自
ず
と
（
物
事
に
も
）
通
じ

る
。
」
と
。

葉
賀
孫
が
そ
れ
に
関
し
て
質
問
し
た
、
「
周
（
敦
頤
）
先
生
が
、
「
静
虚
で
あ
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
明
ら
か
で
あ
れ
ば

通
じ
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
つ
ま
り
（
い
ま
先
生
が
い
っ
た
よ
う
な
）
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い
で
す
か
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
や
は
り
そ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
」
と
。
【
葉
賀
孫
録
】

注（
１
）
亞
夫
問
ふ
―
「
亞
夫
」
は
、
㬊
淵
。
「
訳
注
」
（
三
）
［
憲

（

）
・
４
／
四
四
・
四
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を

10

13

参
照
）
。

（
２
）
周
子
靜
…
云
ふ
は
―
「
周
子
」
は
、
周
敦
頤
。
「
訳
注
」
（
四
）
［
憲

（

）
・
３
／
四
四
・
七
七
］
条
に
既
出
（
そ
の
注

22

33
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（
三
）
を
参
照
）
。
「
靜
虛
則
明
、
明
則
通
」
は
、
周
敦
頤
『
通
書
』
聖
学
第
二
〇
に
、
「
一
爲
要
、
一
者
無
欲
也
、
無
欲
則

靜
虛
動
直
、
靜
虛
則
明
、
明
則
通
…
…
。
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

（
３
）
賀
孫
―
「
賀
孫
」
は
、
葉
賀
孫
。
「
譯
注
」
（
一
）
［
憲
２
・
９
／
四
四
・
一
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
九
）
を
参
照
）
。

【
憲

（

）
・

／
四
四
・
一
三
〇
】
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本

文

體
信
是
體
這
誠
信
、
達
順
是
通
行
順
道
。
聰
明
睿
智
皆
由
是
出
者
、
皆
由
敬
出
。
以
此
事
天
饗
帝
、
此
、
即
敬
也
。
【
植
】

訓

読

信
を
體
す
と
は
是
れ
這
の
誠
信
を
體
す
る
な
り
、
順
を
達
す
と
は
是
れ
順
道
を
通
行
す
る
な
り
。
聰
明
睿
智

皆
な
是
れ
に

由
り
て
出
づ
と
は
、
皆
な
敬
に
由
り
て
出
づ
る
な
り
。
此
を
以
て
天
に
事
へ
帝
を
饗
す
、
の
此
は
、
即
ち
敬
な
り
。
【
植
】

（
１
）

（
２
）

口
語
訳

（
程
子
の
）
「
信
を
体
す
」
と
は
、
こ
の
（
自
己
の
）
誠
信
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
「
順
を
達
す
」
と
は
、
正
し
い

道
理
を
踏
み
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
聡
明
睿
智
は
み
な
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
」
と
は
、
（
耳
目
の
聡
明
や
心
の
睿
智

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
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は
）
す
べ
て
「
敬
」
か
ら
発
し
て
い
る
（
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
。
「
こ
れ
（
此
）
に
よ
っ
て
天
に
仕
え
天
帝
を
祭
る
」
の

「
此
」
は
、
つ
ま
り
「
敬
」
の
こ
と
だ
。
【
陳
植
録
】

注（
１
）
此
れ
を
…
の
此
は
―
「
饗
帝
」
は
、
『
礼
記
』
礼
器
篇
に
「
是
故
因
天
事
天
、
因
地
事
地
、
因
名
山
升
中
于
天
、
因
吉
土

以
饗
帝
于
郊
。
…
…
饗
帝
於
郊
、
而
風
雨
節
、
寒
暑
時
。
」
と
あ
る
。
ま
た
『
孔
子
家
語
』
郊
問
篇
に
も
、
「
大
饗
之
禮
、
不

足
以
大
旅
、
大
旅
具
矣
、
不
足
以
饗
帝
。
」
と
あ
る
。

（
２
）
植
―
「
植
」
は
、
陳
植
。
「
訳
注
」
（
三
）[

憲

（

）
・
１
／
四
四
・
四
三]

条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）
。

11

14

【
憲

（

）
・

／
四
四
・
一
三
一
】
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本

文

程
子
曰
君
子
修
己
以
安
百
姓
、
篤
恭
而
天
下
平
、
至
以
此
事
天
享
帝
、
此
語
上
下
不
難
曉
。
惟
中
閒
忽
云
、
聰
明
睿
智
皆

（
１
）

（
２
）

（
３
）

由
此
出
、
則
非
容
易
道
得
。
是
他
曾
因
此
出
些
聰
明
睿
智
來
。
【
夔
孫
】

（
４
）

校

勘 論
叢
ア
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ア
の
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と
思
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（
１
）
程
―
「
程
」
は
、
楠
本
本
は
上
に
「
因
説
」
が
あ
る
。

（
２
）
曰
―
「
曰
」
は
、
楠
本
本
は
「
言
」
に
作
る
。

（
３
）
曉
―
「
曉
」
は
、
楠
本
本
は
「
説
」
に
作
る
。

（
４
）
夔
孫
―
「
夔
孫
」
は
、
和
刻
本
・
正
中
書
局
本
は
「
夔
卿
」
に
作
り
、
楠
本
本
は
「
儒
用
」
に
作
る
。

訓

読

「
程
子
曰
は
く
、
君
子
は
己
を
修
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
じ
、
篤
恭
に
し
て
天
下
平
ら
か
な
り
」
よ
り
、
「
此
を
以
て
天
に

事
へ
帝
を
享
く
」
に
至
る
ま
で
、
此
の
語

上
下
曉
り
難
か
ら
ず
。
惟
だ
中
閒
に
忽
ち
聰
明
睿
智

皆
な
此
れ
由
り
出
づ
と

云
ふ
は
、
則
ち
容
易
に
道
ひ
得
る
に
非
ず
。
是
れ
他
れ

曾
て
此
れ
に
因
り
て
些
か
聰
明
睿
智
を
出
し
來
た
れ
り
。
【
夔
孫
】

（
１
）

（
２
）

口
語
訳

（
『
集
注
』
当
該
章
に
引
か
れ
る
程
子
の
語
）
「
程
子
が
い
っ
た
、
君
子
は
自
己
を
修
め
て
そ
れ
で
民
衆
を
安
定
さ
せ
、
篤

恭
で
あ
っ
て
そ
れ
が
天
下
を
安
定
さ
せ
る
」
か
ら
、
「
こ
れ
に
よ
っ
て
天
に
仕
え
天
帝
を
祭
る
」
ま
で
は
、
初
め
か
ら
終
わ

り
ま
で
分
か
り
に
く
く
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
中
ほ
ど
に
唐
突
に
「
聡
明
睿
智
は
み
な
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
」
と
あ
る
が
、

そ
れ
は
容
易
に
言
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
（
程
子
）
が
か
つ
て
こ
れ
（
「
敬
」
）
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
聡
明
叡
智
を

発
揮
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
【
林
夔
孫
録
】

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
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）

（
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注（
１
）
程
子
曰
…
に
非
ず
―
「
程
子
曰
」
以
下
の
語
は
、
『
集
注
』
当
該
章
に
引
く
程
子
の
語
。
も
と
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
六

に
収
め
る
（
二
程
の
い
ず
れ
の
語
で
あ
る
か
は
不
明
）
。
「
篤
恭
而
天
下
平
」
は
、
『
中
庸
』
第
三
三
章
に
「
詩
曰
、
不
顯
惟

德
。
百
辟
其
刑
之
。
是
故
君
子
篤
恭
而
天
下
平
。
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

（
２
）
夔
孫
―
「
夔
孫
」
は
、
林
夔
孫
。
「
譯
注
」
（
一
）
［
憲
２
・
７
／
四
四
・
九
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
五
）
を
参
照
）
。

【
憲

（

）
・

／
四
四
・
一
三
二
】
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本

文

楊
至
之
問
、
如
何
程
氏
説
到
事
天
享
帝
了
、
方
説
聰
明
睿
智
皆
由
此
出
。
曰
、
如
此
問
、
乃
見
公
全
然
不
用
工
夫
。
聰
明

（
１
）

（
２
）

睿
智
如
何
不
由
敬
出
。
且
以
一
國
之
君
看
之
。
此
心
纔
不
專
靜
、
則
姦
聲
佞
辭
雜
進
而
不
察
、
何
以
那
爲
聰
。
亂
色
諛
説

之
容
交
蔽
而
莫
辨
、
何
以
爲
明
。
睿
知
皆
出
於
心
。
心
既
無
主
、
則
應
事
接
物
之
閒
、
其
何
以
思
慮
而
得
其
宜
。
所
以
此

心
常
要
肅
然
虛
明
、
然
後
物
不
能
蔽
。
又
云
、
敬
字
、
不
可
只
把
做
一
箇
敬
字
説
過
、
須
於
日
用
閒
體
認
是
如
何
。
此
心

常
卓
然
公
正
、
無
有
私
意
、
便
是
敬
。
有
些
子
計
較
、
有
些
子
放
慢
意
思
、
便
是
不
敬
。
故
曰
、
敬
以
直
内
。
要
得
無
些

（
３
）

子
偏
邪
。
又
與
文
振
説
、
平
日
須
提
掇
精
神
、
莫
令
頹
塌
放
倒
、
方
可
看
得
義
理
分
明
。
看
公
多
恁
地
困
漫
漫
地
、
則
不
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敬
莫
大
乎
是
。
【
賀
孫
】

校

勘

（
１
）
楊
―
「
楊
」
は
、
楠
本
本
は
上
に
「
脩
己
以
敬
」
が
あ
る
。

（
２
）
事
―
「
事
」
は
、
楠
本
本
・
朝
鮮
整
版
本
・
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
は
「
祀
」
に
作
る
。

（
３
）
計
―
「
計
」
は
、
楠
本
本
は
「
註
」
に
作
る
。

訓

読

楊
至
之
問
ふ
、
如
何
ぞ
程
氏

天
に
事
へ
て
帝
に
享
く
に
説
き
到
り
了
は
り
て
、
方
め
て
聰
明
睿
智

皆
な
此
れ
由
り
出
づ

（
１
）

と
説
く
や
、
と
。
曰
は
く
、
此
く
の
如
く
問
ふ
は
、
乃
ち
公

全
然
工
夫
を
用
ひ
ざ
る
を
見
る
な
り
。
聰
明
睿
智

如
何
ぞ

敬
に
由
り
て
出
で
ざ
る
や
。
且
ら
く
一
國
の
君
を
以
て
之
を
看
ん
。
此
の
心
纔
か
に
專
靜
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
姦
聲
佞
辭

（
２
）

雜
は
り
進
む
も
察
せ
ず
、
何
を
以
て
か
聰
と
爲
さ
ん
。
亂
色
諛
説
の
容

交
ご
も
蔽
ふ
も
辨
ず
る
莫
き
は
、
何
を
以
て
か
明

（
３
）

と
爲
さ
ん
。
睿
知
は
皆
な
心
に
出
づ
。
心

既
に
主
無
く
ん
ば
、
則
ち
事
に
應
じ
物
に
接
す
る
の
閒
、
其
れ
何
を
以
て
か
思

慮
し
て
其
の
宜
し
き
を
得
ん
。
所
以
に
此
の
心

常
に
肅
然
と
し
て
虛
明
な
る
を
要
め
て
、
然
る
後

物

蔽
ふ
能
は
ず
。
又

云
ふ
、
敬
の
字
は
、
只
だ
把
り
て
一
箇
の
敬
字
と
做
し
て
説
き
過
ご
す
の
み
な
る
可
か
ら
ず
、
須
ら
く
日
用
の
閒
に
是
の

如
何
を
體
認
す
べ
し
。
此
の
心

常
に
卓
然
公
正
と
し
て
、
私
意
有
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
便
是
ち
敬
な
り
。
些
子
の
計
較
有

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
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）

（
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り
、
些
子
の
放
慢
の
意
思
有
れ
ば
、
便
是
ち
敬
な
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
「
敬
以
て
内
を
直
く
す
」
と
曰
ふ
は
、
些
子
の
偏

（
４
）

邪
も
無
き
を
要
め
得
る
な
り
、
と
。
又
文
振
の
與
に
説
く
に
、
平
日

精
神
を
提
掇
し
、
頹
塌
放
倒
せ
し
め
る
こ
と
莫
き
を

た
め

（
５
）

（
６
）

須
ち
て
、
方
め
て
義
理
を
看
得
し
て
分
明
な
る
可
し
。
公
の
多
く
恁
地
に
困
漫
漫
地
な
る
を
看
れ
ば
、
則
ち
「
敬
せ
ざ
る

（
７
）

是
よ
り
大
な
る
は
莫
し
」
、
と
。
【
賀
孫
】

（
８
）

（
９
）

口
語
訳

楊
至
之
が
質
問
し
た
、
「
程
子
が
「
天
に
仕
え
天
帝
を
祭
る
」
ま
で
言
及
し
て
、
よ
う
や
く
「
聡
明
睿
智
は
み
な
こ
こ
か

ら
出
て
く
る
」
を
持
ち
出
し
て
き
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
」
と
。

（
朱
熹
は
）
い
っ
た
、
「
そ
の
よ
う
に
問
う
の
は
、
つ
ま
り
君
が
全
く
工
夫
を
し
て
い
な
い
と
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
も

の
だ
。
ど
う
し
て
聡
明
叡
智
が
敬
に
発
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
ま
ず
一
国
の
君
主
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
み
よ

う
か
。
こ
の
心
が
少
し
で
も
純
粋
で
な
け
れ
ば
、
不
正
な
音
楽
や
へ
つ
ら
い
の
言
葉
が
雑
じ
っ
て
い
て
も
、
（
君
主
は
そ
れ

を
）
洞
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
ど
う
し
て
「
聡
」
と
い
え
よ
う
か
。
淫
ら
な
女
色
や
阿
諛
す
る
言
葉
が
次
か
ら

次
へ
と
や
っ
て
き
て
も
（
そ
れ
を
）
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
ど
う
し
て
「
明
」
と
い
え
よ
う
か
。
「
叡
智
」
は

す
べ
て
心
か
ら
発
す
る
。
心
に
主
宰
が
無
け
れ
ば
、
（
そ
の
対
象
と
な
る
）
事
物
に
応
接
す
る
と
き
、
ど
う
や
っ
て
思
慮
し

て
適
切
（
な
対
応
）
が
で
き
よ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
心
は
常
に
粛
然
と
し
て
澄
明
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
あ
っ

て
こ
そ
、
（
心
の
対
象
と
な
る
）
物
事
に
引
き
ず
ら
れ
な
く
て
済
む
の
で
あ
る
。
」
と
。
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さ
ら
に
言
っ
た
、
「
「
敬
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
敬
」
を
一
つ
の
言
葉
と
し
て
説
く
だ
け
で
済
ま
せ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な

い
。
日
常
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
何
な
の
か
と
、
身
を
も
っ
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
心
が
常
に
優
れ
て
い

て
公
正
で
、
私
意
が
無
け
れ
ば
、
そ
れ
が
「
敬
」
な
の
だ
。
少
し
で
も
（
他
人
と
）
比
較
す
る
心
が
あ
り
、
少
し
で
も
怠
け

心
が
あ
る
と
、
そ
れ
で
も
う
「
敬
」
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
（
『
易
』
坤
卦
・
文
言
伝
に
）
「
敬
以
っ
て
内
を
直
く
す
」
と
は
、

少
し
の
偏
り
や
邪
念
も
な
い
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
。

さ
ら
に
（
鄭
）
文
振
に
い
っ
た
、
「
常
に
気
力
を
奮
い
立
た
せ
、
堕
落
し
躓
か
な
い
よ
う
に
し
て
、
は
じ
め
て
義
理
に
つ

い
て
の
理
解
が
は
っ
き
り
す
る
の
だ
。
君
が
い
つ
も
こ
う
し
て
睡
魔
に
襲
わ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
下

篇
に
あ
る
よ
う
に
）
「
敬
せ
ざ
る
是
れ
よ
り
大
な
る
は
莫
し
（
こ
れ
以
上
に
敬
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
）
」
（
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
の
）
だ
。
」
と
。
【
葉
賀
孫
録
】

注（
１
）
楊
至
之
問
ふ
―
「
楊
至
之
」
は
、
楊
至
。
泉
州
晋
江
県
（
福
建
省
）
の
人
。
蔡
元
定
の
娘
婿
。
著
書
に
『
文
公
語
録
』
二

巻
が
あ
る
。
一
一
九
〇
～
九
一
年
、
一
一
九
三
～
九
四
年
頃
、
朱
熹
に
師
事
。
『
学
案
』
巻
六
九
、
『
資
料
索
引
』
第
三
一
〇

一
頁
、
『
年
攷
』
第
一
五
〇
頁
、
『
門
人
』
第
一
八
六
頁
、
『
書
院
』
第
一
五
六
頁
を
参
照
。
こ
こ
で
の
楊
至
之
の
質
問
は
、

前
の
［
憲

（

）
・

／
四
四
・
一
三
一
］
条
の
注
（
１
）
に
引
く
程
子
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
い
る
。

32

45
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（
２
）
此
の
心
…
ざ
れ
ば
―
「
專
靜
」
は
、
静
謐
で
地
に
足
の
つ
い
た
さ
ま
。
『
語
類
』
巻
一
一
に
「
大
凡
學
者
須
是
收
拾
此
心
、

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
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渡
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令
專
靜
純
一
、
日
用
動
靜
閒
都
無
馳
走
散
亂
、
方
始
看
得
文
字
精
審
。
」
と
あ
る
。

（
３
）
則
ち
姦
…
莫
き
は
―
「
姦
聲
」
「
亂
色
」
は
、
『
礼
記
』
楽
記
篇
に
「
凡
姦
聲
感
人
、
而
逆
氣
應
之
。
逆
氣
成
象
、
而
淫
樂

興
焉
。
」
「
姦
聲
亂
色
、
不
留
聰
明
。
」
と
あ
る
の
を
典
拠
と
す
る
が
、
「
姦
聲
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
箇
所
に
係
る
孔
穎
達
の

「
疏
」
に
は
、
「
姦
聲
、
謂
姦
邪
之
聲
。
」
と
あ
り
、
不
正
な
音
色
を
指
す
。
「
亂
色
」
は
妖
艶
な
容
姿
。
あ
る
い
は
『
論

語
』
陽
貨
篇
第
一
八
章
「
惡
紫
之
奪
朱
也
。
」
に
つ
い
て
、
『
語
類
』
巻
四
七
に
「
不
但
是
易
於
惑
人
。
蓋
不
正
底
物
事
、
自

常
易
得
勝
那
正
底
物
事
。
」
と
あ
り
、
色
彩
に
も
正
不
正
が
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
正
な
色
彩
と
い
う
意
味
に
な
ろ

う
か
。

（
４
）
故
に
「
敬
…
曰
ふ
は
―
「
敬
以
直
内
」
は
、
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
二
〇
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参

32

45

照
）
。

（
５
）
又
文
振
…
説
く
に
―
「
文
振
」
は
、
鄭
南
升
。
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
は
「
字
は
文
相
」
と
あ
る
。
潮
州
潮
陽
県
（
広
東

省
）
の
人
。
一
一
九
三
年
頃
、
朱
熹
に
師
事
。
『
学
案
補
遺
』
巻
六
九
、
『
資
料
索
引
』
第
三
六
九
八
頁
、
『
年
攷
』
第
九
一

頁
、
『
門
人
』
第
二
三
八
頁
、
『
書
院
』
第
一
七
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
平
日
精
…
提
掇
し
―
「
提
掇
」
は
、
奮
い
立
た
せ
る
、
奮
起
す
る
の
意
。
『
漢
語
大
詞
典
』
第
六
冊
・
第
七
四
五
頁
に
は

「
提
起
、
振
作
。
」
と
あ
り
、
奮
い
立
た
せ
る
意
と
し
て
、
本
条
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
語
類
』
巻
一
一
八
に
「
文

振
近
看
得
文
字
較
細
、
須
用
常
提
掇
起
得
惺
惺
、
不
要
昏
晦
」
と
あ
る
。

（
７
）
公
の
多
…
看
れ
ば
―
「
困
漫
漫
地
」
は
、
「
困
」
は
現
代
中
国
語
と
同
じ
く
眠
気
を
意
味
し
、
そ
れ
が
「
漫
漫
地
」
（
満
ち
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て
い
る
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
睡
魔
に
襲
わ
れ
て
い
る
状
態
を
指
す
。

（
８
）
則
ち
「
敬
…
は
莫
し
―
「
不
敬
莫
大
乎
是
」
は
、
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
篇
第
二
章
に
「
齊
人
無
以
仁
義
與
王
言
者
、
豈
以

仁
義
爲
不
美
也
。
其
心
曰
是
何
足
與
言
仁
義
也
云
爾
、
則
不
敬
莫
大
乎
是
。
」
と
あ
る
の
を
典
拠
と
す
る
。

（
９
）
賀
孫
―
「
賀
孫
」
は
、
葉
賀
孫
。
「
譯
注
」
（
一
）
［
憲
２
・
９
／
四
四
・
一
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
九
）
を
参
照
）
。

（
［
憲

（

）
・
９
／
四
四
・
一
二
八
］
～
［
憲

（

）
・

／
四
四
・
一
三
二
］
条
担
当

志
村
敦
弘
）

32

45

32

45

13

［
憲

（

）
］
原
壤
夷
俟
章

33

46

〇
原
壤
夷
俟
。
子
曰
、
幼
而
不
孫
弟
、
長
而
無
述
焉
、
老
而
不
死
、
是
爲
賊
。
以
杖
叩
其
脛
。
【
孫
弟
、
竝
去
聲
。
長
、
上

聲
。
叩
、
音
口
。
脛
、
其
定
反
。
○
原
壤
、
孔
子
之
故
人
。
母
死
而
歌
。
蓋
老
氏
之
流
、
自
放
於
禮
法
之
外
者
。
夷
、
蹲
踞
也
。

俟
、
待
也
。
言
見
孔
子
來
、
而
蹲
踞
以
待
之
也
。
述
、
猶
稱
也
。
賊
者
害
人
之
名
。
以
其
自
幼
至
老
、
無
一
善
状
、
而
久
生
於
世
、

徒
足
以
敗
常
亂
俗
、
則
是
賊
而
已
矣
。
脛
、
足
骨
也
。
孔
子
既
責
之
、
而
因
以
所
曳
之
杖
、
微
撃
其
脛
、
若
使
勿
蹲
踞
然
。
】

［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
三
三
］

33

46

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
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本

文

原
壤
無
禮
法
。
淳
于
髡
是
箇
天
魔
外
道
、
本
非
學
於
孔
孟
之
門
者
、
陸
子
靜
如
何
將
來
作
學
者
竝
説
得
。
【
道
夫
】

訓

読

原
壤
に
禮
法
無
し
。
淳
于
髡

是
れ
箇
の
天
魔
外
道
に
し
て
、
本
と
孔
孟
の
門
に
學
ぶ
者
に
非
ず
。
陸
子
靜

如
何
に
し
て
將

（
１
）

ち
來
り
て
學
ぶ
者
と
作
し
て
竝
説
し
得
ん
や
。
【
道
夫
】

（
２
）

（
３
）

口
語
訳

原
壤
は
礼
儀
知
ら
ず
で
あ
っ
た
。
淳
于
髡
は
（
孔
孟
の
学
を
乱
す
）
天
魔
外
道
に
し
て
、
も
と
よ
り
孔
孟
の
門
に
学
ぶ
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
（
そ
れ
と
同
様
に
）
陸
子
静
（
九
淵
）
は
、
ど
う
し
て
（
孔
孟
の
門
に
）
学
ぶ
者
と
見
な
し
、
（
孔
孟
と
）

並
べ
て
説
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
【
楊
道
夫
録
】

注（
１
）
淳
于
髡
…
に
非
ず
―
「
淳
于
髡
」
は
、
戦
国
時
代
、
斉
の
威
王
に
仕
え
た
稷
下
の
学
士
の
一
人
。
『
孟
子
』
離
婁
上
篇
第

一
七
章
に
お
け
る
以
下
の
問
答
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
淳
于
髡
曰
、
男
女
授
受
不
親
、
禮
與
。
孟
子
曰
、
禮
也
。
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曰
、
嫂
溺
則
援
之
以
手
乎
。
曰
、
嫂
溺
不
援
、
是
豺
狼
也
。
男
女
授
受
不
親
、
禮
也
。
嫂
溺
援
之
以
手
者
、
權
也
。
曰
、
今

天
下
溺
矣
、
夫
子
之
不
援
、
何
也
。
曰
、
天
下
溺
、
援
之
以
道
。
嫂
溺
、
援
之
以
手
。
子
欲
手
援
天
下
乎
」
。
「
天
魔
」
、
「
外

道
」
と
も
に
仏
教
語
で
、
仏
道
に
害
を
も
た
ら
す
も
の
。
こ
こ
で
は
孔
孟
の
学
を
乱
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
。

（
２
）
陸
子
靜
…
得
ん
や
―
「
陸
子
靜
」
は
、
陸
九
淵
。
「
子
靜
」
は
、
そ
の
字
。
陸
九
淵
（
一
一
三
九
～
一
一
九
二
）
は
、
撫

州
金
渓
（
江
西
省
撫
州
市
）
の
人
。
朱
熹
の
好
敵
手
と
し
て
、
た
び
た
び
論
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
「
如
何
將
來
作
學
者
竝
説

得
」
は
、
陸
九
淵
も
ま
た
淳
于
髡
と
同
様
に
、
孔
孟
の
門
に
学
ぶ
者
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
朱
熹
が
非
難
し
て
い
る

と
解
釈
し
た
。
『
語
類
』
巻
一
二
四
に
「
呉
仁
父
説
及
陸
氏
之
學
。
曰
、
只
是
禪
」
、
「
乃
是
告
子
之
説
」
と
あ
る
な
ど
、
陸

九
淵
の
学
は
禅
や
告
子
の
説
に
近
く
、
孔
孟
の
学
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
と
、
朱
熹
に
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一

方
で
、
陸
九
淵
は
淳
于
髡
を
孔
孟
の
門
に
学
ぶ
者
と
見
な
し
て
お
り
、
そ
れ
を
朱
熹
が
非
難
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
（
例
え

ば
「
陸
子
静
（
九
淵
）
は
、
ど
う
し
て
（
淳
于
髡
を
孔
孟
の
門
に
）
学
ぶ
者
と
見
な
し
、
（
孔
孟
と
）
並
べ
て
説
い
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
」
と
訳
出
す
る
）
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
ば
は
陸
九
淵
の
著
作
中
に
は
未
見
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
こ
れ
を
採
ら
な
か
っ
た
。

（
３
）
道
夫
―
「
道
夫
」
は
、
楊
道
夫
。
「
訳
注
（
五
）
」
［
憲

（

）
・
７
／
四
四
・
九
一
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参

26

37

照
）
。
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［
憲

（

）
・
２
／
四
四
・
一
三
四
］

33

46

本

文

問
、
原
壤
登
木
而
歌
、
夫
子
爲
弗
聞
也
者
而
過
之
、
待
之
自
好
。
及
其
夷
俟
、
則
以
杖
叩
脛
、
近
於
太
過
。
曰
、
這
裏
説
得

却
差
。
如
原
壤
之
歌
、
乃
是
大
惡
、
若
要
理
會
、
不
可
但
已
、
且
只
得
休
。
至
於
夷
俟
之
時
、
不
可
敎
誨
、
故
直
責
之
、
復

叩
其
脛
、
自
當
如
此
。
若
如
正
淳
之
説
、
則
是
不
要
管
他
、
却
非
朋
友
之
道
矣
。
【
人
傑
】

（
１
）

校

勘

（
１
）
人
傑
―
「
人
傑
」
は
、
楠
本
本
は
下
に
「
字
正
淳
」
が
あ
る
。

訓

読

問
ふ
、
原
壤

木
に
登
り
て
歌
ふ
に
、
「
夫
子
聞
か
ざ
る
者
を
爲
し
て
之
を
過
ぐ
」
は
、
之
れ
を
待
つ
こ
と
自
か
ら
好
し
。

（
１
）

其
の
「
夷
し
て
俟
つ
」
に
及
べ
ば
、
則
ち
「
杖
を
以
て
脛
を
叩
く
」
は
、
太
だ
過
ぐ
る
に
近
し
、
と
。
曰
は
く
、
這
裏
に
説

き
得
て
却
つ
て
差
ふ
。
原
壤
の
歌
の
如
き
は
、
乃
ち
是
れ
大
惡
に
し
て
、
若
し
理
會
す
る
を
要
む
る
も
、
但
だ
已
む
べ
か
ら

ざ
る
も
、
且
ら
く
只
だ
休
む
を
得
る
の
み
。
夷
し
て
俟
つ
の
時
に
至
り
て
は
、
敎
誨
す
べ
か
ら
ず
、
故
に
直
ち
に
之
れ
を
責

め
、
復
た
其
の
脛
を
叩
く
、
自
か
ら
當
に
此
く
の
如
か
る
べ
し
。
若
し
正
淳
の
説
の
如
け
れ
ば
、
則
是
ち
他
に
管
す
る
を
要

（
２
）

め
ず
、
却
つ
て
朋
友
の
道
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。
【
人
傑
】

（
３
）
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口
語
訳

質
問
し
た
、
「
原
壌
が
（
亡
く
な
っ
た
母
の
遺
体
を
納
め
る
）
棺
の
材
料
の
木
に
の
ぼ
っ
て
歌
っ
て
い
た
と
き
、
「
夫
子
聞

か
ざ
る
者
を
為
し
て
之
を
過
ぐ
（
孔
夫
子
は
聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
し
て
や
り
過
ご
し
た
）
」
の
は
、
適
切
な
対
応
で
し
た
。
（
一

方
で
原
壤
が
）
う
ず
く
ま
っ
て
待
っ
て
い
た
と
き
に
、
杖
で
そ
の
脛
を
叩
い
た
の
は
、
や
り
過
ぎ
の
よ
う
で
す
。
」
と
。

朱
熹
が
言
っ
た
、
「
こ
の
よ
う
に
言
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
原
壌
が
歌
っ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
こ
そ
大
間
違
い
で
、
も

し
も
こ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
い
う
な
ら
ば
、
（
止
め
さ
せ
る
こ
と
を
）
止
め
て
は
い
け
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず

や
り
過
ご
す
し
か
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
（
一
方
で
原
壌
が
）
う
ず
く
ま
っ
て
待
っ
て
い
た
と
き
に
は
、
教
戒
で
き
な
い

（
丁
寧
に
教
え
て
や
っ
て
も
だ
め
で
あ
っ
た
）
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
直
ち
に
叱
責
し
て
、
そ
の
脛
を
叩
い
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ

に
そ
う
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
だ
。
も
し
も
正
淳
（
万
人
傑
）
の
説
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
原
壌
を
気
に
も
か
け
ず
に
、
か
え
っ

て
朋
友
の
道
を
失
っ
て
し
ま
う
。
」
と
。
【
万
人
傑
録
】

注（
１
）
問
ふ
、
原
…
ら
好
し
―
「
原
壤
登
木
而
歌
」
よ
り
以
下
に
見
え
る
原
壌
の
逸
話
は
、
『
礼
記
』
檀
弓
下
篇
に
「
孔
子
之
故

人
曰
原
壤
、
其
母
死
、
夫
子
助
之
沐
槨
。
原
壤
登
木
曰
、
久
矣
予
之
不
託
於
音
也
。
歌
曰
、
貍
首
之
斑
然
、
執
女
手
之
卷
然
。

夫
子
爲
弗
聞
也
者
而
過
之
、
從
者
曰
、
子
未
可
以
已
乎
。
夫
子
曰
、
丘
聞
之
、
親
者
毋
失
其
爲
親
也
、
故
者
毋
失
其
爲
故

『
朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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也
。
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
同
様
の
逸
話
は
、
『
孔
子
家
語
』
屈
節
解
篇
に
も
見
え
る
。
「
登
木
」
は
、
亡
く
な
っ

た
母
の
遺
体
を
納
め
る
棺
の
材
料
の
木
に
の
ぼ
る
こ
と
。
前
引
の
『
礼
記
』
檀
弓
下
篇
の
鄭
玄
注
に
「
木
、
椁
材
也
。
」
と

あ
る
。

（
２
）
若
し
正
…
け
れ
ば
―
「
正
淳
」
は
、
後
述
す
る
万
人
傑
の
字
。

（
３
）
人
傑
―
「
人
傑
」
は
、
万
人
傑
。
「
譯
注
」
（
一
）
［
憲
２
・
４
／
四
四
・
六
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
三
）
を
参
照
）
。
な

お
本
条
と
同
様
の
万
人
傑
の
記
録
が
、
巻
六
二
・
一
〇
七
条
（
第
四
冊
・
第
一
五
六
〇
頁
）
の
後
半
部
に
見
え
る
。
本
間
次

彦
「
『
朱
子
語
類
』
巻
六
十
二
「
中
庸
一
」
訳
注
（
五
）
」
（
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
五
二
〇
、
二
〇
一
六
年
九
月
、
所
収
）

を
参
照
。

［
憲

（

）
］
闕
黨
童
子
將
命
章

（
１
）

34

47

〇
闕
黨
童
子
將
命
。
或
問
之
曰
、
益
者
與
。
【
與
、
平
聲
。
○
闕
黨
、
黨
名
。
童
子
、
未
冠
者
之
稱
。
將
命
、
謂
傳
賓
主
之
言
。

或
人
疑
此
童
子
學
有
進
益
、
故
孔
子
使
之
傳
命
、
以
寵
異
之
也
。
】
子
曰
、
吾
見
其
居
於
位
也
。
見
其
與
先
生
竝
行
也
。
非
求

益
者
也
。
欲
速
成
者
也
。
【
禮
、
童
子
當
隅
坐
隨
行
。
孔
子
言
、
吾
見
此
童
子
、
不
循
此
禮
。
非
能
求
益
。
但
欲
速
成
爾
。
故
使

之
給
使
令
之
役
、
觀
長
少
之
序
、
習
揖
遜
之
容
。
蓋
所
以
抑
而
敎
之
、
非
寵
而
異
之
也
。
】
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校

勘

（
１
）
楠
本
本
に
は
、
こ
の
章
な
し
。

［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
三
五
］

（
１
）

34

47

欲
速
成
者
、
是
越
去
許
多
節
次
、
要
到
至
處
、
無
是
理
也
。
【
方
】

校

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
巻
四
四
に
は
無
い
。

訓

読

「
速
や
か
に
成
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
者
」
と
は
、
是
れ
許
多
の
節
次
を
越
へ
去
き
、
至
處
に
到
る
を
要
む
も
、
是
の
理
無
き

な
り
。
【
方
】

（
１
）

口
語
訳『

朱
子
語
類
』
巻
四
十
四
訳
注
（
六
・
完
）

（
中
嶋
・
渡
邊
・
原
・
志
村
）
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「
速
や
か
に
成
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
者
」
と
は
、
い
く
つ
も
の
順
序
を
飛
び
越
え
て
、
到
達
点
に
た
ど
り
着
こ
う
と
す
る
こ

と
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
【
楊
方
録
】

注（
１
）
方
―
「
方
」
は
、
楊
方
。
［
憲

（

）
・
５
／
四
四
・
一
二
四
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
７
）
を
参
照
）
。

32

45

（
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
三
三
］
～
［
憲

（

）
・
１
／
四
四
・
一
三
五
］
条
担
当

中
嶋

諒
）

33

46

34

47

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
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